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口 第1回

第2回日本不妊学会総会は次の要領で開催され

ますから多数御来聴並に御出演を希望致します。

開催期日

開催会場

懇　親　会

演題締切

演題申込資格

演題申込方法

注　　　　意

演題送附先

昭和32年9月22日（日）　午前9時より

大阪大学医学部大講堂

新大阪ホテノソ　（午後6時より）

　　会　費　　￥　500．

昭和32年7月20日（当日内に到着するこ已）

本会々員に限ります。従つて会員以外の方は、共同発表

の方も、総て申込ビ同時に32年度会費500円を払つて

会員εなつて下さい。

400字以内の講演抄録を必す添付するこご

同一の教室・病院からの出題には順位を附するこε。

附図は35mm　スライドこするこε。

演題送附は必す書留便とするこ己。

肯演題申込多数の場合は一部誌上発表ごなります事

を予め御諒承願います。

大阪市東淀川区宮原町516
日本不妊学会関西支部事務所

第2回日本不妊学会総会会長

　　　　　広　　瀬　　豊　　一　　　宛
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白本不妊学会雑誌
鏑2巻　　第1号　　1957

原 著

不妊婦人の子宮内膜組織像に就いて

Histological　Findings　of　Endometrium
亀

of　Sterile　Women

　　　　　　　　東京慈恵会医科大学産婦入科教室

樋ロー成　加藤　俊　吉村　晃Kazunari　HIGUCHI　　　　　Toshi　KATO　　　　　　Akira　YOSHIMURA

卜

竈

｝

緒 言

　周知の如く子宮内膜殊にその機能層は卵巣の周期的変

化を忠実に反映して形態学的に極めて著しい変化を示す．

従つてこれが組織学的検索は卵巣機能を推測すると同時

に内膜の病的状態をも追求し得g不妊の診断，治療の重

要な一分野を占めている．例えば近時頓に注目されつつ

ある所謂無排卵性周期に就いても米国婦人科医の92％

はその追求に内膜組織を最も価値あるものと見倣してい

る．（Sturgis＆Pommerenke　1950）

　筆者等は本教室に於て不妊を主訴として来院した患者

で子宮内膜の試験的掻爬を施行した240例の組織像を追

求した結果2，3の興味ある知見を得たのでこれを報告

する．

（1）　内膜の組織診断別頻度（第1表）

　　　　　　　　第1表

帷組灘醐那碑1内酬織診綱那膵
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検索材親並びに方法

　検索対照は本教室に於て昭和22年1月より昭和31

年8月迄すなわち戦後約10年間に不妊を主訴として来

院した患者240例でその年齢分布は20歳台126例，30

歳台112例，40歳台2例となつている．これ等の掻爬

組織の大部分はアルコール固定，一部フオルマリン固定

後パラフィン切片となし，主としてヘマトキシリン単染

色，必要に応じその他の特殊染色殊に内膜結核を疑う症

例にはオーラミン或いはアクリヂン系螢光色素染色によ

る螢光顕微鏡検索を施行した．なお材料の採取は近年所

謂一かき掻爬を推賞する者もあるが子宮内膜はその部

位，疾患によつて組織像を異にする事も多く，従つて部

分的掻爬は時によつて甚しい誤診に陥る可能性があるの

で総て内膜の全面掻爬によつた．

検索成績並びに考察

　すなわち一般に内膜組織は排卵の推定あるいは内膜結

核その他の病的像を求めるには機能期（あるいは分泌

期）の後期に内膜採取を行う事が最良とされている為

自験例もこの時期に採取したものが比較的多く従つて組

織像も機能期像を呈するものが最も多くなつている．次

いで結核性内膜炎の頻度が高い（43例，1Z9％）・この

点に就いては近年，篠田，貴家，井上等を始め多数の諸

家が不妊の原因としての性器結核の重要性を指摘してい

る．病的内膜はこれに次ぎ無機能内膜（13例，5・4％）・

内膜肥厚症（7例，ag％）が多い．ここに無機能内膜

とは正常周期を持つ婦人がその機能期後半と目される時

期の内膜掻爬片に於て全く機能期～分泌期の組織像を呈

さぬものに対して与えた名称で所謂無排卵性月経を疑う

べきものである．なお橋本清（1936）は不妊婦人143例

の子宮内膜組織像の大部分が正常像の範囲にあつたとし

ているが筆者等の成績も又正常周期像を呈するものは

168例，68．3％の高率を示している．

　（H）臨床的に認めた性器の器質的変化の種類と頻度



4 不妊婦人の子宮内膜 日不会誌2巻1号

　全例中臨床的に（卵管の疎通性検査を含み）発見し得

た性器の器質的変化の種類並びにその頻度は記載の不充

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　2

分な62例を除くと第2表の如くである．

すなわち原発不妊は続発不妊に比し極めて高頻度を示

　表

器質的変化の種類 器鍵iぽ講劃（百曇率）

1

2

3

4

5

炎症性疾患（子宮内膜筋層炎，卵管卵巣及びその周囲の炎症或い
は卵管閉鎖）

性器発育不全（子宮発育不全，卵巣機能不全並びに月経異常）

子宮位置形態異常（可動性子宮後傾後屈，病的前屈並びに崎形）

腫瘍（卵巣腫瘍並びに子宮腫瘍）

臨床的に異常を認め得ぬもの
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し，また原発不妊に於ては炎症性疾息が最多，次いで所

謂性器発育不全，子宮の位置形態の異常が多く，続発不

姐に於ては子宮位置形態の異常並びに炎症性疾患が最多，

次いで所謂性器発育不全が多い．この点は本邦に於ける

篠田，平本，大塚等の統計と略々一致している．

　（皿）　前項の器質的変化の種類と内膜組織診の対比

　　（第3表）

　すなわち臨床的に認め得た器質的疾患と病的内膜組織

の合併率は極めて高度で，例えば所謂性器発育不全と結

核性内膜炎あるいは無機能内膜との合併率はそれぞれ

25．0％及び11．8％の高率を示し明らかに不妊原因の多

くが単一な因子でない事を如実に物語つている．

　なお臨床的に器質的変化を認め得なかつた症例21例の

組織診断は第4表の如くである．

　　　　　　　　　　第4表
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　すなわちこの内一応不妊因子と考えられる内摸結核2

例，内膜肥厚症1例，内膜息肉1例，無機能内膜1例の

｝



樋口，加藤，吉村 5

計5例を除外すると不妊原因がその他の因子と考えられ

るもの16例で全不妊の8．9％を占めている．

　（IV）所謂無排卵性月経に就いて

　所謂無排卵性月経の確診は多種多様な検索方法の組合

わせによつて決定さるべき事は論を挨たないが今一般に

諒解されている如くAnovulatory　cycleを申間期（増

殖期）内膜からの月経様出血と解するならば臨床的な周

期或いは基礎体温曲線等を考慮してその機能期（分泌期）

の後半に於て無機能像を呈する内膜をその全面に凡り認

めた際は一応これを無排卵性月経例と考えて大過無いで

あろう．かくの如き症例を筆者等は無機能内膜として表

示したが（但しこの内1例は正常周期の、月経様出血中に

得られたものである），本症の占める頻度は全不妊の5．

4％，臨床的に器質的変化を認めなかつた症例の4．8％

（第3表）でその大部分は原発不妊に認められ，本邦報

告の山口（4．1％），渡辺（2．3％）の値に略々近似してい

る．

　なお本症と器質的疾患の合併は子宮位琶形態異常の

15．3％，性器発育不全の11．3％が最も多い．

　（V）　不妊と結核性内膜炎

　前述の如く従来不妊にとつて性器結核は重要な分野を

占めるとされているが，自験例の単に子宮内膜所見のみ

でも第3表に於て19．6％の高率を示しており，しかも

その大部分は原発不妊に認める事は注目に値する．更に

器質的疾患との対比は炎症性疾患中の25．0％及び所謂

性器発育不全中の同様25．0％が最多，吹いで子宮の位

置形態の異常中7．6％が多い．

　殊に性器発育不全と内膜結核の合併率の高い事は臨床

上特に留意さるべき事実と考える．

　なお卵管の閉鎖は勿論臨床的に特に内性器に器質的

変化を認めなかつた症例申に於てもそのに9．5％内膜結

核を認めている．

総 括

　不妊の診断法として子宮内膜組織検索が重要な分野を

占める事は明確な事実にも拘わらず不妊と子宮内膜組織

像に就いての報告は比較的少なく，殊に本邦に於ては僅

かに橋本，渡辺等数氏の業績をみるのみである．依つて

箪者等は240例の不妊婦人に就いて子宮内膜の組織学的

検索を施行し以下の如き成績を得た．

（1）従来不妊原因の多くは数種原因の集合結果とされ例え

ばMeaker（1934）は不妊の約70．0％，　J．　Rommer

（］952）は約75・0％が数種因子の合併としているが自

験例の子宮内膜組織像と器質的疾患との対比に於ても明

らかに多くの不妊が単一の因子に由来しない事を認め

る．

（2）不妊婦入の68．3％の子宮内膜組織は正常周期像を呈

している．

③所謂無排卵性月経は内膜の組織像より不妊の約4～5

％を占めるものと推測される．

（4）結核性内膜炎は不妊婦入の大約18～19％を占めてお

り，明らかに性器結核は不妊の重要因子の1つと考えら

れる．

（本稿の要旨は第1回日本不妊学会総会に於て口演し

た．

　　　　　　　　　（文　献　略）

　供覧の写真は32才結婚後7年間不妊の婦人で男性側不

妊は無く，月経は？8目～29日型を以て順調に来潮し基

礎体温曲線は2相性を示さない症例で1，Hは正常周期

を以て来潮したと目される月経様閏血第1日目に施行し

た内膜組織片，m，　IVはその3カ月後に於て再び同様の

月経様出血第2日目に施行した内膜組織機片の組織像で

何れも無機能内膜像を示している．

第1図

　　　　　　　　　第∬図



6 不妊婦人の子宮内膜 日不会誌2巻1号

　　　　　　　　第正図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第y図　一

（本標本は臨床的な必要上，急速固定により標本を作製してあるので収縮が甚しく一見線管の鋸歯状配

列を思わせるが此れは人工的産物で機能像を呈しているのではない。）
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アクリジン・オレンジによる人精子の二次螢光所見

　　　　　　　（新しい精子活力検査方法こしての意義）

　　Fluorescence－microscopic　Observation　on　the　Human

Sperm　with　Acridin－orange　Staining　Method

　　京都府立医科大学産婦入科学教室（主任　沢崎千秋教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　村　　上　　　旭

　　　　　　　　　　　　　　　　Asahi　MuRAKAMI

ふ

　　　　　　　　1　ま　え　が　き

　St「u99e「（1942）はアクリジン’オレンジ（以下A・0

と略す）を用いて螢光顕微鏡で生体観察を行うと死細胞，

死菌は銅赤色の螢光を呈し，生細胞，生菌は緑色を呈す

ると発表し，又山崎氏はこれを犬腸菌の生死判別に応用

し，熱処理をした菌は殆んど赤色螢光を発し，この色調

により大腸菌の生死を判定し得ると発表した．更に又嶋

田氏は入胎盤のA・0及びアクリジン・ゲルブ処理によ

る螢光顕微鏡所見を発表し，緑色を含む短波長の可視光

を発する細胞は螢光物質が多量に含まれ，且生活力の強

い細胞であると考え，これにより生活力の強弱を判定し

得るとしている．

　以上の成績より細胞及び細菌の生活力と螢光所見との

間には，ある相関々係があり，螢光の色調が細胞の生活

力を表現すると考えられるので，私は人精子に本法を試

みて従来の精子活力検査と比較検討中であるのでその成

績の一部を発表する。

　　　　　　　　H　実　験　方　法

　吾教室外来を訪れた不妊患者夫の精液を用手法にて採

取し，精液量，pH，精子数，奇型率，及びEosin法に

よる活力検査等の検査を行い，これに平行して精液と等

量のAく）溶液を加え，矢崎式B型螢光顕微鏡にて二吹

螢光を観察した．

　　　　　　　　皿　基　礎　実　験

　A．A－0液作製に関して

　　（1）A－0液のpHと染色性

　A－0は塩基性色素であつてpH　5以上では難溶性で

あり，StruggerはpH　3附近に於て観察し，溶媒がア

ルカリ性となれば所見の変る事を指摘している．然し人

精子のpHは7．4～8．6であり，精子は強酸性の下では

直ちに運動を停止し，速かに死滅するためpHを7．6

程度として観察しようとした．先ずpHにより螢光色

調にどの様な変化が現われるかを観察するため，塩酸を

加える事によりpH　3．6，燐酸緩衝液により　pH　5．6，，

及び7．6の3種のA－O溶液を作り，死滅精子及び活発

に運動しつつある精子にこれを加えてその色調を観察し

た．その結果は1図に示した如く強酸性の色素液では他

1図

2　図

A－0溶液φ．Hと精子染邑牲

　精子の状態A・o液 ’

　生 死

3　6 緑 槽

∫　6 赤 緑

7
．
6
＞ 赤 緑

4－0液濃度

　PH．’76
　△＝－056：C

X，｝000

x2㊥00

x3000

x4000

x5000

x7000

XlOOOO

x20000

A－0溶液濃度と蛍光所見

　　蛍　光所見

赤　　　橿

吻
黄 線

　　　　　　　吻
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の2種pHに比し色調の逆転が見られる。

　私は精液のpHに近いpH　7．6の色素液により以后

の実験を行つた．尚滲透圧の影響をさけるため，すべて

△＝－0．56⊃C附近に調製した．

　　（2）A－0液濃度と染色性

　pH7．6のA－0溶液の×1000～×20000までの各濃度

液を作り，正常新鮮精液1滴とこの溶液1滴を混和して

鏡検した．その成績は図2に示す如くで，×2000以上の

高濃度に於てはその二次螢光の色調は赤に傾き×10000

以上の稀釈液では色調は緑に傾く．而して，×3000～×

5000溶液に於て赤より緑に至る各色調を得る事が出来る

（色刷写真参照）・

　　③　小　　　括

　以上精子はAO液のpH及び濃度の変化により・そ

の螢光色調に変化が認められる．そこでPHは7．6を

濃度は赤より緑に至る最も広汎な色調を呈する　×4000

液が適当と考えられるので以下の実験にはPH　7．6，

×4000溶液を用いる事とした．

　B　A・0液添加時の精子所見

　　①　精子運動性に及ぼす影響（図3）

　　　（i）　普通顕微鏡による観察

　新鮮液に前記溶液を加えると精子運動性は著しく障害

され，添加前の10～30％にまで低下し，活濃に前進す

る精子は殆ど見られず，振子運動のみとなる．然しこの

標本を乾燥を防いで保てば尚20分后にも振子運動をな

す精子を認め得る．

　　　（ii）紫外線照射時

　新鮮精液にA・0溶液を加え，螢光所見観察のために

光源を紫外線に切換えると1～2秒にてその運動は全く

停止し，紫外線の照射をやめても再び運動性を回復する

事はない．而してA－0液を加える事なく精液に紫外線

を照射したのみではその運動性に差は認められない．

　　　（iii）小括
　以上の所見より精子運動性に対してはA－0色素液そ

のものが障害的に働く様であり，更に紫外線照射により

精子が二次螢光を発すると同時に運動を停止するものと

考えられる．

3凹
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％
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　　　　　　λ一〇
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4図　　jF量子の扶態をぞの二次蛍光色鍋

精波処理方菰 績子ρ置勤牲 一」　ホ　　　才世　　　策　　　繰　　　　　　　　　！

田定液飼乍用せしめたるの 一

熱処理を施したLρ　　　　一

探取右3日μ上　　　　　　　　　　　　一

　　睦過せ5もの

0°～4°い、10分

以t保拙5断鮮還液　　　’一

　　　　　　　　　　　　十鰯轍コ

　　②　精子の生死とその二衣螢光（図4）

　　　（i）死滅精子

　精液にアルコール，オスミウム酸，カルノア氏液，フ

オルマリン等の固定液を加え，或は熱処理により精子を

死滅せしめたもの及び採取后長時間経過してEosin法に

よつても赤染し，死滅を確認された精子は本螢光法によ

りすべて緑色螢光を発する。

　　　（ii）　低温精子

　0°～4°Cに10分間以上保存した精液中の精子はその運

動性を一時失つているがこの状態の時に本螢光法により

観察すると赤より緑に至る各色調の螢光を発する精子を

認め，新鮮精液観察所見と変らない．

　　　（iii）　運動精子

　紫外線照射の直前まで運動していた精子はすべて赤色

の二次螢光を発する．而して新鮮精液を本螢光法により

観察すると大部分の精子は赤色螢光を発し，ごく一部の

精子が緑色螢光を発する．この同一標本を乾燥するに任



か

村

せて放置すれば大体3時間程度で全ての精子の二次螢光

は緑色に変化する．

　　（3）小　　　括

　以上の所見より上述のA－O溶液1滴を精液1滴に混

じて螢光顕微鏡で観察するとき，緑色螢光を呈するもの

は死滅を意味し，緑色以外のそれより長波長の螢光を呈

するものは一応その観察直前までは生存していたものと

考えられる・
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　W　A・0による＝次螢光を利用Lた精子活力検査成績

　先の基礎実験より，逆にこの二次螢光の色調を利用し

て精子活力検査を行い得ると考え，精液のA－0溶液に

ょる二次螢光の時間的観察，更にそれと同時刻の精子運

動率及びEosin染色による活力検査を併せ行つた・
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　　（1）normal　semenの場合

　精子数7000万／c£以上，30分後の運動率80％以上，

奇型率10％以下の精液を観察すると図5にその一部を

示した如く，大体Eosin法によるのと同様な傾向を示

し，只殆んど常にEosin法より下廻る値を示し，　Eosin

法により非染精子が肯存在するときに螢光法に於ては既

に全部が緑色螢光を呈するのが観察された．

　　（2）subfertil　semenの場合（図6）

　採取后30分値に於ては3者間に大差を見ないが，時

間の経過と共にEosin法による非染精子百分率と螢光

法による非緑色精子百分率の差は大となり，この傾向は

運動性減衰の激しいものに於て一層著しい．

　以上normal　semenとsubfertil　semenに於ける

3者の比較を定型的なものを模型図で示すと図7の如く

7図

％
（D　⊇＝

、、

＼　＼　　＼

時間一一→

％1　　ω・鋤声5｝

』

助闇一一・

なり．subfertil　semenに於てはEosin法による値が

時間的にずれて3者の平行関係が現われる傾向をうかが

い得る．

　　③考　　　按

　以上Eosin法と本螢光法を比較すれば，　Eosin法に

於て非染→赤染の変化が現われる以前に本法に於て赤→

緑の変化が現われるものと考えられ，この緑色精子（％）

一 赤染精子（％）に当る精子が果して授精能を有するか否

かについては筒今後の研究にまたねばならぬが，もしこ

れが機能的に死滅しているのならば，本法はEosin法

より鋭敏であり新らしい活力検査法として新分野を拓く

ものと期待される．

　　　　　　　　V　む　　す　　び

　私はA－0を用いて人精子の生体染色を行い，その二

次螢光を観察して吹の結果を得た．

　〔1）P．H　5．6以上，殊にアルカリ性A－0色素溶液に

於ては精子の発する螢光は濃度と関係があり，高濃度で

は赤に，低濃度では緑に傾いた螢光を呈する．

　②p．H．τ4×4，000溶液では生精子は赤色，死精子

は緑色螢光を呈する．

　③　本法による時間的観察では大体Eosin法による

のと平行した推移を示し，而も運動性を失つた精子が

Eosin法にょり赤染する以前に既に螢光所見に変化が起

るものと考えられる・

　④　緑色螢光を呈する精子のすぺてが機能的に死滅し

ていると考えてよいかについては筒検討中である．

　⑤　本螢光法による螢光色調の差が何によるかについ

ては精子の色素吸着等が考えられるがこれについても今

後研究を重ねた上で検討したい．

　摘筆するにあたり沢崎教授の御校閲を深謝し，森助教

授，今木助手の御指導御助力に深謝する．

交 献

＆5ぴ％89εγ：Fluorescence－microscopic　reserch　on

　　　　　the　assimilation　and　storage　of　acridin

　　　　　by　living　and　dead　plant　cells　Jena　Z．

　　　　　Naturw．73．97－134（1940）

5ごS9γμ99θ7：Fluorescence　of　dead　and　of　living

　　　　　bacteria　Deut．　TierarztL　Wochschr．

　　　　　50，　51－3　（1942）

山崎和秀：螢光顕微鏡による大腸菌の生死鑑別に関す

　　る研究　日本衛生学誌　9．2．135（昭29）

嶋田　力：正常人胎盤の螢光顕微鏡的研究　産婦世界

　　8．1．53．（昭31）
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不妊婦人の細菌学的考察，とくに細菌の精子凝集性について

Bacteriological　Studies　on　Female　Sterility，　with　Especial

Reference　to　Spermagglutination　by　Bacteria　found　in

the　Cervical　Canal　and　the　Vagina．

室

手
醐
助

賄醐培
遭

岩

　
訂秦㎞　

≡ 佐　藤　和　照
Kazuteru　SATO

　　　　　　　　　1古　し　が　き

　さいきん女性不妊の原因の1つに頸管因子が重視され，

ことに殺精子性あるいは精子有害性微生物が頸管内に存

在して，不妊の原因になるとの報告がみられる．しかし

わが国ではこの方面の研究はまだ少いようである．そこ

でわれわれは，不妊婦入の膣および頸管の細菌学的，免

疫学的研究を企図し，膣および頸管内から分離培養しえ

た各種の細菌について，人精子に対する態度，とくにそ

の精子凝集性および運動抑制作用の有無を検討した．そ

してこれらの細菌の多くは，いずれも精子凝集性をほと

んどあるいはまつたくもたないが，特殊な大腸菌とくに

Escherichia　coliの1部のものには著明な精子凝集性

があることを認めた．そこで主としてこの精子凝集性を

もつE．coliについて，凝集性の本態ならびにその他の

事項を究明すべく，ホールグラス上および試験管内で，

以下のような実験を行い，興味ある成績をえたので報告

する．

　　　1　不妊婦人の膣および頸管内の細菌の種類

　昭和30年10月から31年6月までに，岩手医料大学附属

病院婦人科に，不妊を主訴として来院した患者中より40

名を原発，続発の別なく無差別的に選択して，実験に供

した．

　　実験方法：

　1．培養には普通寒天，血液寒天，Zeisslerブドー糖

血液寒天・Saboraudプドー糖寒天のそれぞれ平板培地

を用いた．まず外陰を消毒してジモン氏膣鏡を挿入し，な

るべく膣鏡の触れない側壁によつた後腫円蓋から膣内容

を採取塗抹し・ついで滅菌した乾綿球で子宮腔部を5～7

1回清拭したのち，頸管粘液を採取塗抹し，好気的に37。C

艀卵器で，普通寒天および血液寒天は2日間，Zeissler

およびSaboraudブドー糖培地は7日間培養し，毎日

観察した・なおPHは東洋試験紙で測定した。対照には

妊婦および膣炎の患者をえらんだ．

　　実験成績：

　40名について，総数52回の培養を行つた．その結果

を要約すると，

　1．われわれが分離証明しえた細菌の種類と検出頻度

は第1，第2表のようである．すなわち膣および頸管内

から分離しえた菌株総数は，デーデルライン杵菌21株，

ブドー球菌40株，連鎖球菌11株，グラム陽性秤菌26

株・4連球菌2株，大腸菌10株，カシジダ6株，その

他の細菌5株である．

　2．頸管内に証明された細菌はかならず同時に膣内に

も認められる．

　3　40名中膣内にデーデルライン杵菌は12名30％

にみとめられたのみで，そのうちの6名には他の菌も存

在し，6名中2名には頸管にも認めた．デーデルライン

粁菌を証明しえなかつた他の28名では，そのうちの15

名53％に頸管内にも細菌を認めた．

　4．デーデルライン杵菌と共存していた菌ではブドー

球菌が最も多く，その他グラム陽性杵菌，連鎖球菌，四

連球菌等があり，カンジダ，大腸菌が存在するものには

デーデルライン杵菌は認められなかつた。

　5・PHは膣ではデーデルライン杵菌の存在例（12名）

では1名のみ5・4以上で，他はすべて5．2以下であつた．

しかも他の菌が混在するときはPIIはたかくなる傾向が

ある・他の28名ではほとんどが5．2以上で，5．0以下

のものは3名にすぎなかつた．頸管のPHには特別な関

係は認められなかつた．
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第　2　表

東，　　佐　藤

所

、

膣（4・名）己管（4昭）菌株

上者酬那⇒撒1総数
デーデルライン
粁　　　　　菌 12112i　9　9 21

・ドー球司27｛・・8gl 40

連　鎖　球　菌 7　7　4　41　・・
　　　　　　　　　　［

グラ嶋断菌1・8・917171 26

四連球菌…22｝・｝・i 2

大　　腸　　菌 61　61　4 4 10

カ　ソ　ジ　ダ

　　　　　へ　
そ　　の　他1

・　4　2　2｛ 6

・1・　・1・1 5

合 計； 58 361　121
　1

　　H　不妊婦人から分離培養した細菌の人精子に対す

　　　る態度

　　実験菌株：

　前記40名の膣および頸管内から分離培養したデーデ

ルライン杵菌21株，ブドー球菌40株，連鎖球菌11株・

グラム陽性秤菌26株，四連球菌2株，大腸菌10株・

ヵンジダ6株その他5株の菌を使用した．

　　実験方法：

　すべてホールグラス上で行つた．発育良好なブドー球

菌，大腸菌，四連球菌，グラム陽性秤菌の一部は18～20

時間，その他の菌は2～3日間培養し，それらの菌を

41ng／ccの割に生理的食塩水に浮溝せしめて菌液をつく

り，精液は健康i者のものを30×10㌣／cc～40×106／ccの

精子が存在するように生理的食塩水で稀釈した．そして

それらをおのおの1白金耳ずつとつて混合し，デツキグ

ラスでおおい，精子に対する運動抑制および凝集作用を

位相差顕微鏡で4～5時間にわたつて観察した．

　　実験成績：

　細菌の精子に対する凝集作用は室温（15～25°C）では

5～15分で起り，ルー、ぺ，弱拡大顕微鏡ではもちろん肉

眼でも容易に判定ができるので，まず主として擬集性に

ついて検討した・

　1．　細菌を加えない対照例，および凝集性のない細菌

を加えた例では，精子は均等に分散しているが，擬集性

のある菌を加えた場合には，精子は密に網状に，あるい

は粗に凝集または凝塊してくる（写真1，2）．

」3

　2．　この凝集性は大腸菌属とくにE．coliの一部に著

明であつた。その凝集性ならびに運動抑制の時間的関1系

をしめせば第3表のようである．

（非凝集性E．coli）

C疑集・1生E．coli）

　3．　なおブドー球菌のなかにも1部に弱い精子凝集性

が認められたが，これはブドー球菌の性質上，真の凝集

性なりや否やの判定が困難である．

　4．そこで本学細菌学教室保存の各種標準株，すなわ

ちブドー球菌（寺島株．209P），溶血性連鎖球菌（Cook

株），緑色連鎖球菌（39），大腸菌（C46，梅沢株）・変

形菌，緑膿菌，腸チフス菌（H901），腸炎菌について同

様に凝集性の有無を検討したが，変形菌，腸チフス菌，

腸炎菌にわずかに凝集性をしめす傾向があるように見う

けられたにすぎなかつた（第4表）．

　5．40名申6名（各1株ずつ採取）15％に大腸菌が証

明され，そのうち著明な精子凝集性大腸菌（E．coli）を

みとめたものは3名で，それらはともに頸管内にも存在

した．他の3名中1名はE．coliが膣内のみに，のこり

の2名はKlebsiellaで膣内のみ1名，膣および頸管内

1名で，後者には軽度の凝集性が認められた．すなわち

頸管より分離した大腸菌にはすべて凝集性があつたが，
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膣より分離した大腸菌には疑陽性のものもあつた（第5

表）．

　なおこれら6名中4名は内診所見，卵管通気，子宮卵

管造影の所見にも異常なく，夫の精液にも異常をみとめ

ず，しかもなお不妊である点は興味ぶかい．他の2名は

軽度の子宮発育不全と卵巣機能不全をともなつていた．

皿．精子凝集性大腸菌の尿および糞便から

　の分離，およびその性献

　　実験材料：

　当院入院および外来の膀胱炎患者名の尿と，腸疾憲の

ない婦人料患者20名の糞便を用いた．

　　実験方法：

　前記の材料をBTB乳糖寒天培地に塗抹培養し，菌を

分離同定し，前項でのべたと同様に，入精子に対する凝集

性および運動抑制の有無を検討した．

　　実験成績：

　1・膀胱炎患者35名より28株（1名1株）の菌を分離

したが，そのうち凝集性のあるものが21株，ないものが

7株で，前者はすべてE．coliで，後者はEcoli　3株，

Klebsie11a　2株，不定型2株であつた（第3，5表）．

　2．20名の糞便からは20株の大腸菌を分離したが，そ

のうち1株のみに擬集性がみとめられた．なお菌株はす

べて　E．coliであつた（第3，5表）．

第3表　　分離大腸菌の精子凝集性

W、

醐
5
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15

佐
・
ヒ
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・
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古
・
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広
・
サ
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4mg／cc　　数79×106
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　　　　　PH　8．2

IV．精子凝集性大腸菌の生物的性状

使用精液

　　　×2

PH　8．0

　精子擬集性の著明な大腸菌（腫よりの3株，頸管より

の3株，膀胱炎尿よりの21株，糞便よりの1株）28株

と非凝集性大腸菌10株との生物学的性状を検索したと

ころ，両者ともKauffmann分類（1954年）によるE．

coliであることを確認した．しかも凝集性の有無以外に

亀

第4表種々なる標準株の精子凝集性
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第5表　分離大腸菌の精子凝集性および菌種

場所

膣

　　　1

蹴1幽
大 腸 菌

凝難と麟已種

40 6

頸管

尿

糞便

40 4

35 28

20 20

∋　3
叶　・

± 2

1

E．coli

Klebsiella

　E．coli

　　
11Kleb・i・11・

⊥
i 3

十 1

　　　

冊」　21
＿1

7
3
一
2
一
2＋1・

一　・9

E．coli

Klebsiella

E．coli

E．coli

Cloaca

不定型
E．coli

E．coli

は両者の間に特別な差異を見出しえなかつた（第6表）．

　V　精子凝集性大腸菌の凝集性と運動抑制の態度

　Ecoliが精子を擬集するさいに，精子の運動を早く

抑制するものと，精子の運動はわりあい長く保たれてい

るものとがある．前者では凝集塊の中でもがいている精

子よりもはやく，外部に散在している精子の運動がなく

なり（5～15分で），後者では凝集塊の精子も，凝集して

いない外部の精子もほぼ同時間に運動が消失した．この

ように凝集の様式によつてE．coliを2×別すると，前

者が6株（B群・21％）で，後者が22株（A群・79％）

であつた．このことは後述する動物の精子に対する態度

とも関係があり興味深い．

　W　精子凝集反応に対する物理，化挙的影響，その他

　　について

　　実験材料：

　前項の凝集性E．coli　28株と，対照の非凝集性E．　coli

10株とを用いた．

　　実験成績：

　1．陳旧培養菌の精子凝集性

　凝集性E．coliは斜面寒天培養15日，50日，60日後で

佐　藤 15

も凝集性にはほとんど変化をしめさない（第7表）。

　　　　　第7表　陳旧培養菌の擬集性

＼讐日数　、
菌株番号＼1

15 50 60

23

24 柵

C－・6（対照）「

　2．凝集株培養濾液の精子擬集性

　ブイヨン申に凝集株を24時間，7日間，14日間培養し，

その培養濾液の無処理，60°C1時間，100°C1時間加熱

したものでは，精子擬集性はいずれにも認められず，た

だ運動抑制作用が多少認められた．すなわち，すくなく

とも菌培養濾液には凝集性物質はふくまれていない（第

8表）．

　　　　　第8表　液体培養濾液の凝集性

培養日数

菌株番号
1 7 14 生　菌

（対照）

23 山

24 唱十

C－・6（対照）」

　3．精子の鮮度と凝集性

　精子を室温（15°C～20°C）に24時間，48時間，72時

間放置したもののいずれについても擬集性に変化は認ら

れなかつたが，それ以後は吹第に凝集性が弱くなり，あ

るいは自然に凝塊を作り，ついには凝集を起さなくなる．

その際精子は24時間後では，前進運動をするものはほと

んどなく，振子運動するものが1視野中に0～5コ位見

られた・48時間後では運動性はまつたく消失していた

（第9表）．

　　　　　　第9表精子の鮮度と凝集性

　　　　　時間　精子

菌㌶動酬＋
・61・2

十

24 148｝72

土

96

23 1柵一±

24 ∋＋一±
C－・6（対照）1 ｛＋一一

生食塩∋ ！＋一一｝

室温　15～20°Cに放置．～不定を表わす。
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第6表　代表的凝集株E．coliの生物学的性状

日不会誌2巻1号

代表番号

心望叉
精子凝集性

1 3　　8　　17　　20

　　　尿

21　　22 23 24 25　　29 3133ic＿161

1難1 膣 1尿1難 腫
一

i

標株

十　　　十　　　十 十

グラム染色　一

形 態」粁 秤　 杵　 杵

グルーゼ1㊥e・己・ eユ

十

1一

秤

＋ 　＋　＋　＋1＋1一
1

ー 二1

畔杵怖…杵1嬢杵i秤弔　秤
　　　　　　　　　
㊥1　eli㊦U（∋1
　　　　1　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㊥11e1㊥1｜㊥1㊦11㊦1
マソー・・1＋・i＋・

　　　　　　アドニツト十

＋ 一＋・1＋・

斗一ヨ
ドルシツト

イノシツト

ラクトーゼ

ザ’リ　チン

十2 一 　　 十2 十2

十1 十1 ＋一＋・！＋・

　　　　1
十1　　十1 十1

→1 十⊥1　十1

　L＿
十1　　十1　　十1　　十1　　十1　　十1

一 十
十3　　十3　　十2 十3

⇒一
十1 十1　　十1 十1

十2　　一 十2

十1

±12 十1

＋竺i＋21＋1
　1　　‘

サツカロ＿一ゼ　　十11 十 十1　　十1　　十11　十1 十1

イソドール　 ＋　 ＋　 ＋

＋＋ い 十　　　十 十　　　十 い

　　　　　へ
＋1　＋11＋1
　　　．L
十11＋1　＋1

ゼラ　チン　　ー ＿　 1

1－＋・1一
十　　　十 十

一 1

H2S 斗一一
チトラート

V．P

M．R 十

尿 素1一

1＋ 十　　　十 十　　　十 ＋1＋1

十1一
運 剛＋ド＋ 十　　　十

一
｜一

　　　　ミ
ー 　－1＋

十

溶血⇒一二 1－i一 十

一一
ト

＋＋ 「＋
一 十

十

菌株川・52・ ・1・

十
十　　　一　　　十

＿．＿．1

一 斗一
・1・ 1　　1 ；↓一≡＿玉」

（注意）：＋……陽性を示し，数字は分解までの日数を示す．

　　　㊥……分解してガスを産生したことを示す．

　　　一……陰性を示す．

s
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　4・精液の個人差と凝集性

　精子凝集性にはすくなくともわれわれの実験の範囲で

は，健康者である限り，個入差は認められなかつた．も

ちろん血液型との間にもとくべつの関係はみられない

（第1C表）．

　　　　　第10表　精液の個入差と凝集性

　　　　状‘PH　7．8

　　　号＼1量3・5cc

S．H

数
31×106

PI｛　8．2

量2．2cc

M．H S．M

数　　　　数
31×1061　48×106

PH　8．4　PH　7．8

量3．4cc量2．4cc

23 冊

24

C－16
（対照）

　5．PHとの関係

　東洋PH試験紙をもちい，　PH3～10までの系列の溶液

を作り，それに4mg／CCの割に凝集株を浮游せしめて菌

液を作り，その0．2ccに精液が30×106／cc～40×106／cc

の割に含まれる精子を0．2ccずつ加え，試験管内で凝

集反応を行つた・その結果は室温に24時間放置したもの

でも，凝集性にはほとんど影響なく，ただPH3の場合

には多少抑制されるようであつた．なおホールグラス上

でも実験したがほぼ同様の結果をえた（第11表）．

第11表　PHの影響

3 4　　5　　6 7 8 9 10

23

3

24

1211
　　1十Fl

24

3

12

241＋｜

｛㌶自
冊

凝集の強さにより冊十＋±一とす．

佐　藤 17

　6．温熱の凝集性におよぼす影響と菌の生死との関係

　56°C，60°C，70°C1時間ずつ菌を加熱したが，対照

とくらべて，精子凝集性には変化がなく，80°C30分に

なると弱陽性となり，90°C30分ではほとんど凝集性が

なくなつた．60°C30分以上のものでは生菌は認められ

なかつた．また精子は50°C1時間加熱では凝集性に変

化なく，60°C1時間では凝集性は不定となり，100°C

1時間ではひとりでに凝塊を作つた．それらの関係は第

12，13表のとおりである．

第12表　菌および精子の加熱と凝集性

＼ぷi生菌
　精子　　　　＼－1

56°C　　　　60°C

1時間

精　　子｛
（無処一置）

　　　い…cI

塒司竺司
鼎　：山

56°C1時間 十 十 十

6ぴC1⇒1寝る已～－i斗　1

100°C1時間l

　　　　　l

凝　塊　形　成

凝集の強さにより冊十＋±一とす。

～　不安定をあらわす．

第13表　加熱菌の凝集性と菌生死との関係

謹］・・
60 70　　80

gol100

23

　　l　　　l
30　1　　！

－1（冊1　柵
601）1

　　±～一
＋ に一…
　　　　　↑

24

　　1　　　1

301＿1
6・（世） 1冊

　　1　十～＿

1川
　　1

鵠llb
　　凝集の強さにより冊十＋±一とず．
　　菌が生きている場合○とす．

　　～不安定をあらわす．

　乳モルモツト・入・兎・山羊ユ血清の凝集性への影響

　これらの血清を5，10，20倍に稀釈して，4mg／ccの

菌液0，2ccの中に0．2ccずつ加え，さらに精子が30×

106／cc～40×10烏／ccの割に含まれる精液を0。2ccずつ加

え，30分，60分，90分，120分，24時間と観察した．その結
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果モルモツトおよび山羊の血清の5倍，10倍稀釈のもの

を加えた場合は，疑陽性株は中等度陽性ないし弱陽性と

なり，凝集を多少促進せしめる傾向が認められた．この

ばあいに最初の2時間は37°C艀卵器にいれて観察した．

なおホールグラス上でも実験したがほぼ同様の結果をえ

た（第14表）、

　　第14表　モルモツト・人・山羊・兎・1血清の凝

　　　　　集性におよぼす影響

23

1

2

モ　　　ノレ

モツ　ト

81・・1・・

24

人1山羊
　　1

日不会誌2巻1号

　兎

1＿＿＿5｛・・／・・15［・・［295｜・・i・・

1

33 3

24

±

一

±

－
＋
丁

32

1

2

24

十

一
＋

±

無処置

（対照）

±

十

凝集の強さにより冊十＋土とす．

　8．凝集塊に対する酵素の影響

　菌液（4mg／cc）0．2ccと精液（30×106／cc～40×106／cc）

0．2ccとを混合し，完全凝集30分後にさらにペプシン

ジアスターゼ，リパーゼ10％，5％，1％，の溶液を

0．2ccずつ加え，2時間37°C脾卵器にいれその後24時

　　　　　　　　　　　　　第16表定量凝集反応

間まで室温に放置して観察したが，特別変化は認められ

なカ・つた（第15表）．

　　　第15表　擬集塊に対する酵素の影響

ペフシン

エ。「5
1

ジアスターゼ 1・パゴ

23

24

　32

（対照）

直前

1／2

1

2

24

直前

1／2

1

2

24

直前

1／2

　1

2

24

・・5・1・・
5　　1

冊

冊

柵 「十

冊

冊

柑

冊

　9．定量凝集反応

菌量を倍数稀釈した場合は，2時間では0．03／mg／cc

まで陽性となり，24時間では0．0078m9／ccまでも陽性

（菌量倍数稀釈）

、＼」塗釈本数
時

1ん

1

2

2　4

1

4

2

2

3

1

4

0．5

5

0．25

6

0．125

十

789｝・・
　　　　　　0．062　0．031‘0。0工560．0078
　　　　　1　　　i

く　　　　　　　　　　　　

lC－］6NaCll

i対照
±

十

±

十

使用菌液の菌量　4mg／cc（倍数稀釈） 使用精液の精子数　55×106（一定） 菌液　0．2cc＋精液　0◆2cc

、

、
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となつた（第16妻）．　一方精液を倍数稀釈Lた場合は，

精子の宅少にかかわらず凝集されるが，吹第に凝集塊は

小さく，Lかも少くなるのて肉眠ではもちろん，弱拡た

佐　藤 19

顕薇鋳でも確たる判定が困難になる．判宗容具な最低阻

界はナ体5×10『／ccであった（第17表）。

第17表定量凝集反応（人精子倍数稀釈）（原液168×106）

21
釈

、 4 8 16　　32　　64 128 256　　5ユ2
C－／6　i　NaCl

対 照

1／2

1mg／cc

1

冊 斗

　±
1－一一

±

ー　
ー

2

24

1／2

　　　　　　　1
4mg／cc　－一一

　　2
1－一＾　　－一　＾

＋　　　1 ±

24

±

十

L＿一一＿＿＿

±

±1

十　　　　＋ ±

第18表　動物の精子との凝集性

＼ご＼璽類

1　
！

人 ∋山羊 ヒツジ

運
動
抑
制

凝

集

性

運
動
抑
制

凝

集

性

運
動
抑
制

凝

集

性

運
動
抑
制

凝

集

性

18ー81－1｛「一18ー

Ai群　　22　　山　＋
　　　（79％）i

　　　　　　j

群B 　6　1柑　鼎
（21％）l

　　　I

4
　　　　　　「」

十

冊　↓｝十

4
十

十

十什

4
十

排

十

冊［

　10．動物の精子に対する凝集性

　馬，牛，豚，山羊，ヒヅジの精液について，入精子のと

きと同様に30×106／cc～40×］06／ccの精子が存在するよ

うに精液を生理的食塩水で稀釈して実験した．しかし馬，

豚の精液は自然凝集を起しやすく実験には不適当であつ

た．その結果は第18表のごとく興味ある成績をえた．

すなわち人精子に対しては，精子凝集性大腸菌は凝集性

と運動抑制の態度によつてA群（22株）とB群（6株）

とに2大別されたが，牛，山羊，ヒツジの精子に対して

は，B群の6株のみが著明に凝集し，　A群は凝集しなか

つた．ただ膣より分離したA群の4株に，比較的明瞭に，

あるいは軽度に凝集した・もちろん人精子に対する非擬

集株とは凝集しなかつた．

　11．凍結融解の凝集性におよぼす影響

　凝集性大腸菌を凍結融解して菌体を破壊し，1万回転

30分ずつ遠心沈澱を3回行い，その上清および沈渣の凝

集性を観察した．上清の凝集性は陰性ないし疑陽性で，

遠心回数をますとともに陰性化の傾向がつよく，しかも

いずれの上清中にもなお生菌が認められたことより，凍

結融解では凝集性物質を分離することはできないことが

わかつた．なお沈溢では生菌浮游液とほぼ同程度の凝集

・性をしきろt／ナこ　（第19表）．

第19表　凍結融解（10回）せる上清ならびに

　　　　　蹴査の凝集性

㌦齪食
3⇒麟灘

8

10

㊤～⑪le～㊥e～㊤1⑪「⑲

23

e～⑭　∈∋～e

O～口　e～㊥

e～㊤1 ⑪

241㊤一⑪・9一㊤

．闘｜e　e

eL竺一
∈～㊤

○

⑱
一
θ

⑯

G

凝集の強さにより！l冊十±一とす

菌が生きている場合　　　O

⑧

○
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　12．懐準人腸薗の精子凝集性

　Kauffmarmの標準…ヌこ腸菌の01から025・さらに

0，26，0－55，0111について精子凝集性を検討した結果・

0－2，　0－4，　0－6，　0－7，　0－9，　0－12，　0－17，　0－18，　0－21，

0．22，0－25・）11株に著明な凝集性が，0－8・0－23の2

株に軽度の凝集がみとめられ，病原性大腸菌といわれて

いる0．26，0－55，0－11］にはみとめられなかつた・さら

に上記凝集株間の0抗原，H抗原，　K抗原（L，　A，　B

わ源）の抗原構造と精子凝集との関係を検討したが，特

殊な関係は認められなかつた（第20表）．

表20第

殊
数

凝
集
性

一ー
…

一
総
珠
数

冊　　　11

標準×腸菌の凝集性

大

0－2

0－4

0－7

0－7

0－9

0－12

0－17

0－18

腸

0－21

0－22

G－25

菌

28 十 2

15

0－8　　0－23

0－1　　0－11　　0－16　　0－26　　i

O－3　　0－13　　0－19　　0－55　　1

。＿5。＿140＿2。・＿、1・1

0－10　　0－15　　0－24

　　　第21表　分離顕隼菌株中E．coliの抗原構

　　　　造の検討（28株）

墨三講三≡き皇
1一 三±二玉コ？二∋…＋iニー

　　　81尿一⑪二24L工已
‘　． r一二尿i・一・6トー一
…2丁「『膣i・二1・1⊥｛ニー1二

　1 25「一監一「エ・1＋1二i二

　　　27』割0－151＋
「　2「＋頭管1・－1＋

　　使用抗血清　0－1～0－25，0－26・0－55・0－86・

　　　0－111

　大腸菌0一ユかち0－25，さらに0－26，055，0－86，

0411の抗廊渚堰用い28株の凝集網二ついて0抗停：・

K抗原（L，A，　B抗原）との関係をみた・その結果28

株申0抗原が証明されたものは7株で（0－15　3株，04

2株，0口6，0－24各1株），その中LまたはB抗原をも

つものは4株，またA抗原をもつものは1株であり，凝

集性と0ならびにK抗原との特殊な関係は認められなか

つた（第21表）．

　14．ホルマリン，アルコール加菌液の凝集性

　H抗原との関係をみるために，0．5％ホルマリン加菌

液の凝集性を検討したところ，凝集時間が遅延し，擬集

性が不安定となつた．そこでH抗原とは特別密接な関係

はないと思われる．同様に0．5％アルコール加菌液の凝

集性をみたが，特別著明な変化はみられなかつた（第22

表）．

　第22表　ホルマリソおよびアルコール加菌液の凝集性

＼穰轟イヨ講鷲舗嘱，1，喰」
1　＼　　「　＋　　！　＋　　　　＋　　1
菌株　＼　1ホルマリンホルマリソiアルコー九菌辛f游液
番号　＼（0，5％）　（0．5％）■1－（0．5％之L－．一一

　　　1」～＋1±～当＋～　川惜　i

3±斗L竺一∋旦＿旦」
8　井～山已～⇒　冊　L」1＋

10　±～＋1±～＋ 柑

23｛甘～冊
　　1

24

　　　　1＋～冊

＋～∪　［＋～廿
　　　　L　　．一＿

寸

山　　…　冊

＆㌶｝　　　　＿一一一

　　　凝集の強さにより山十＋±一とす．

28株申7株に0抗原が証明された・

24と27，25と28は同1人である・

13。凝集性E。coli　28株の抗原構造の検討

む　　す　　び

　女性不妊の原因として卵巣機能不全，性器の発育不全，

炎症ことに性器結核が重要視されるが，そのほかにさい

きんでは頸管因子の重要性が認められてきた．1931年

Rosentha1が精子凝集性細菌について初めて報告し，つ

いで1942年ふたたびこれについて発表してから，これ

らのことがらが吹第に注目されるにいたり，1951年には

Mattheus＆Buxtonが頸管内における殺精子性ある

いは精子有害性微生物の研究とともに精子凝集性細菌に

ついて報告し，1952年にはふたたびBuxtonらの研究

報告がみられる．

　1。そこでわれわれも，40名の不妊婦人の膣および頸

管内の細菌学的，免疫学的考察を行つた・

卜

も



，
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　2．40名より分離培養した12ユ株り）細菌について，人

精子に対する凝集性および運動抑制を検詞／た結果，凝

集性をもつのは大腸菌罵で，とくにE・coliの1部のも

のに著明であつた・

　3．精子凝集性大腸菌を膀肋炎尿および糞便からも分

離証明した．凝集性大腸菌は膀胱炎尿中に圧倒的に多く，

糞便中には少なかつた・

　4．著明に精子を凝集する大腸菌はすべてKauff－

mann分類によるE．　coliであつた．

　5．著明に凝集するE．coli　28株は，凝集性と運動抑

制の態度によつて2大別される．

　6．陳旧培養菌でも凝集性はあり，培養濾液には凝集

性物質はない・

　7．室温に放置して，あるいは56°C1時間加熱して

死亡した精子でも凝集は起り，精子の個人差はない．

　8．　PH3から10までの間では凝集性にほとんど影響

なく，80°C30分加熱菌および60°C1時閲加熱の精子
〉 ・て は凝集性は弱くなるか不安定となる．

　9。モノしモット，川羊の血備添加は凝集を多少促進せ

／める傾向があり，凝菓塊に文］する酵素の影響は見られ

ない。

　10．定量凝集反応では0．0078mg／ccの菌液でも凝集

はおこる．また判定容易な最低精子量は5×106／ccであ

る．

　11。動物の精子と人精子とでは凝集株は異なる．

　12．Kauffmannの標準大腸菌の中に4。凝集珠はあり，

凝集「生は0，H，　K抗原と特殊な関係は認められない．

　玉3．凍結融解によつては凝集性物質を分離できない．

しかし凝集性は菌体内成分と関係があることが推定され

る．そしてこのような精子凝集性大腸菌の認められた婦

人では，これが不妊原因の1部となりうるのであるまい

か。

　なお，精子凝集性の本態ならびに不妊との因果関係等

については，今後さらに詳しく検討を加えて後日の発表

矛期するものである．

最後にいろいろと御援助，御教示をいただいた

本学細菌学教室　田沢教授およが川名講師に心

から御礼を申上げる．
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医長安武豊志男　　安達正純　　　　Toshio　YASuTAKE　　　　Masazumi　ADACm

　　　　　　　　第1章　緒　　　言

　両性の不妊原因を詳細に検索してゆくにつれて，男性

側異常が意外に高率に存在する事実が認められてきた．

従来婦人科医側に於いて，男性対象を把握することが困

難であつたため，その相対的検査及び治療に一貰した徹

底性を持ち得なかつたことは遺憾である．

　男性側必須被検対象である精液については，これまで

に所定の常態規準と険査術式が設けられているが，さて

実際に検査をし，診断をしてみると，いろいろの新知見

と共に疑問に逢着し，更にこれを再検討し改善するの必

要を感ぜざるを得ないのである．この立場において今回

は特に精子を形態学的に再検討を加えて，その知見を臨

床的に応用するため，従来のSpermiogramに代る著

者自身の　Spermiocytogrammの作成を試みた．

　精子の変形態についてはBroman，　Branca，　Moench，

Lane－Rcberts，　Weismen，　Hotchkiss，　Williams等

により，臨床的にはMoench，　Generales＆Stiasny，

Michael，　Pollak，　Jo邑1，大橋，高島等によつて詳細に

研究されているが，筒精子発生（Spermatogenesis）の

1分化過程である変態期における精子形成（Spermio－

genesis）の動態については，従来の原則的説明では不

十分であり，又，老化変性精子に関しては，精子の細胞

死に至る退行変性のニユア）スに富んだ時間的変化の様

相を詳細に求めたものがない．以下この点について報告

する．

　　　　　　　第2章　研　究　方　法

　不妊夫婦28組の夫（正常16例，精子過多症2例，

無精子症5例，無精細胞症5例）と健康多児の男子2例，

同じく精管結紮を行つた3例の精液と精管結紮後40週

の精巣生検1例の資料を用いた．研究方法は次の如くで

ある，

　（1）4日間禁欲後，用手法により滅菌シヤーレに採取

せしめ，染色検査の他は30～90分以内に行つた．

　②　染色法　慶応式ハリス氏ヘマトキシリソ・エオジ

ソ重染色を主として，別に随時ギームザ染色，Papanic－

olau氏染色，　Keaty－Hamblen氏染色，　Feulgen氏染

色，Williams氏染色を併用し，クレジルバイオレツト

染色，ノイトラルロート，ズダン正染色、を試みた．

　（3）生死判別試験としては0．5％エオジソ糖液，エオ

ジソ，ニグロシン染別法により，精子計数，運動率その

他については在来の方法に従つた．

　（4）屠殺豚2頭の精巣につき組織切片を作製し，H．E．

重染色をなし参考にした．

　〔5）その他は実験の項において述べる．

　　　　　　　第3章　研　究　成　績

第1節　変態期に於ける精子の動態に関する観察

　変態期に於いて精子頭部になるべき精子細胞の核は，

その形状が個有の変化をすると共に細胞基底部に向つて

細胞質内を移動してゆく．これに伴つて細胞質は相対的

に尾部末端の方に下降する態様を呈する．この間，精子

細胞はその成長につれて成熟精子になる迄に，相当に幅

の広い形態的変化をする訳である．Stiasny＆Gener－

alesの分類に従い，精子細胞（Spermatid），未熟精子

（Spermatozoon　immaturum），前熟精子（Sperm－

atozoon　praematurum）の∫1頂序に分けた．未熟精子と

は頭部に細胞質を有するものであり，前熟精子は細胞質

が頭部，申間部以下に附着しているものを言うのであ

る．これはSymphoresisの後の管内遊離の時相によつ

て定まるものであると考える．

　（A）前熟精子（Spermatozoon　praematurum）

　　　（1－16）下降性離脱

　細胞質は精子頭部である核との連結が断ち切れてもγ

も
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細胞質内諸器官を1局部に集約したる謂わば細胞質の1

部である頸部及び中間部との連結は，筒密接なりと考え

られる．従つて最後に遊離すべき部分として，かような

精子が圧倒的に多数で歯、る．

　　a・尾部末端へ下降遊離するもの（1－7）

　この型式は恰もズボソを脱ぎ棄てるように次第にズリ

落ちてゆくもので，従つてその適程にある種々の様相と

して，尾部の中間から末端の諸部分に類円形の細胞質が

附着している．或いは中間部でバラバラになつて離断し，

その片々が尾軸を伝つて下降してゆくものが認められる．

　　b．頸，中間部で奏縮し精子の運動によつて遊離す

　　　るもの（8，9，10）

　細胞質は頸部．中間部に引懸り，その侭萎縮，退行変

性を起して縮小し，精子の動きに応じて左右へ振り離さ

れるとみられる．この場合細胞質は頸，中間部の両側い

ずれか1方側に附着している．細胞質は概ね類円型又は

類惰円型で高度の変性は認められない．

　　C．頸，中間部で高度に変性萎縮しバラバラになつ

　　　て四散するもの（12，13，14，15，16）

　この場合紬胞質の形状は殆んど不定形で，頭部下縁，

頸，中間部に残片様に附着！，中には変性徴候としての
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脂肪願粒を認めるものがあり，その形状によつては中間

部奇型と混同されてきたものがある．

　かような精子の運動は細胞質が頸，中間部にある場合

には，その大きさに従つて多少制約を受けるが，概して

活濃に運動している・尾部に附着しているもの程運動の

自由を制約されるようである．

　（B）未熟精子（Spermatozoon　immaturum）（17

　　－24）前方性離脱

　これは精子頭部に於いて遊離するものである．

　　a．変性萎縮しバラバラになつて四散するもの（18，

　　　ヱ9）

　この種のものは頭部の周囲に大小の細胞質が不定型に

残留しており，その一部は下降性に尾軸に沿つてズリ落

ちるものがある．変性徴候として脂肪頼粒を含むものが

あり，又後述するように，原形質蛋白が化学的に変性融

合して，その部分のみが滴状をなして遊離せんとする像

が認められる．

　　b・頭部尖端に向つて全体が遊離してゆくもの（20，

　　　21）

　恰もシヤツを頭から脱いでゆくように前方に移動遊離

するため頭部に笠様に附着してし乙．元々精子細胞が2
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の核を有し，その一方が生活力が弱いか或いぱ1艮化した

ような場合は生活力の優つた1方がその核諸共放出する

ものとみら才しる（24）．

　（C）　その他の未熟型の種々相

　精子細胞の多くは円型単核でchromtainに富みヘマ

トキシリソに濃染している．屡々相対的偏在性の2核の

他に3核4核のものが存在し，時には6核のものがある．

これに関しては無糸分体による　（Moench）とするもの

と　plasmodial　cel1である（Marou】is）とする見方が

ま、り，その成因についてはいろいろ論議されているが奇

数核になる程その成因も複雑である．核の大きさは概ね

一
定しているが平均の大きさより大なるもの或いは小な

るものも少数存在する。精液中に認められる以下の変化

は概ね精上皮から遊離後の変化deformationが多い・

　1．核の脱出はその周囲細胞質とdemarcateするも

の（34）と，表面に遊出するものとが認められる・後者で

はその状態のまま細胞質を附請している（28）．従つて遊

離脱出した4、のは裸核のまま浮動しており，これが精子

頭部及至塵球と誤認され易いものである（31，32）．

　2．多核細胞では細胞質に切込みを生じて核が個々に

分離すると思われる．Deformationであろう（33）．

　3．精子細胞が既に長い尾を有するものがある（35・

33，37）．

4 精子細胞の2核共に萎縮したもの（29）．

26θ

27曽

28（づ 30

◎

　＠
31

32●

自不会誌2巻i号

　5．　2・核の中］核が変性したため，1頭2尾になつて

ゆくと思われるもの（39，44）．　1核が更に早期にダE亡

すると将来は1頭1尾になるかも知れない（38）・異型

精子として算えた．（44）は尾の先天的奇型であるか，分

離不全なのか明かでない．

　6．　円形頭て核はポ熟型である．一一応末熟情子中に伸』

入Lた（40）．

　7．　3核の未熟精子の叩の1核は尾を先天的に久如t．

ているか途申て失つた↓、の．異型精子に算えた（41）．

　8．　2頭、2尾であるが，個々の精子は…応庇熟し，細

胞質が遊離しないために奇型に見えるが，真の奇型ては

なし・　（42，　43）・

　9．尾を生ぜぬまま核のみ成熟したもの・（45）のもの

の中には染色操作中｝二人』／二的に脱落したものがLるか・（．

知れない。一括して異型精子に算えた（45，46，47，4＆

49）．

　10。頭部の下部が延長L同時に尾が欠如している・奇

型として算う（Macrospermatozoon　immaturum　sine

cauda）　（50）．

　11．2核の中の1核は退行萎縮したため，将来1頭2

尾になると思われるもの（52）．

　12．2核の中の1核は早期に退行萎縮して尚附着して

いるもの．奇型に算えた（53）．

　13．将来2頭1尾になると思われる4、の．malfor・

遮）
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tnation　＞⊂し与ノる　 （54）．

　14．尾を共有しているが一・方は成熟度が進iんでいるよ

うであり，全く説明が困難なもの．奇型として算う（55）．

　15．尾部の発育が不良である・奇型として算う．ma1－

formationである（56）．

　（D）塵已、57，58，59（写真1）

　精子過少症，鞭精子症のような異常精液になるにつれ

て，精子頭部に比較し大小無数の一見球型をなした物質

が現われてくる．これらは健常精液でも少数は認められ

るしのてある．ヘマトキシリソには均等性に染色するか，

ズヌゾ蛎フオイノげソ染色に1ま染らず，ギ∠・ザ染色て

は淡い藍色を呈寸るため染色性は不良である．染色標本

てはその大きさに拘らす同種のものであり，無核細胞質

と萌らかに識別できるが，自然標本では裸核或いは遊離

して精子頭部と測司し後者を見落す恐れがある．かかる

成分を私共は仮に“塵球”と呼ぶことにした．

　今この塵球を追究するに亜鈴型に附竜L，更にその一一

方には小なる球体が正に遊離せんとするする直前の像が

みられる（58）．又，ブこなる球に数箇の小球が密接してい

るか正に四散せんとするものも認める（59）．染色上から

は脂肪滴のような球でなく破片である．

　既に記述したように精子頭部の側面に或いぱ変性崩壊

写
真
1

に赴かんとする変態期精子細胞の一一部に，（22，37，61，

62，63）に甲られるように特に濃染して撫i宝球状に突「｝1

し正に遊離しようとする突起を発見することができる．

　又，既に核が逸出むた細胞質及び崩壊せんとする精細

胞原形質の内部に大小多数のヘマトキシリソ濃染球状部

分が散在し，それがそのまま四散遊離せんとする像を発

見する（60）．つまり塵球の発生母封！lが精細胞の細胞質の

変性崩壊にあることが分る．分泌性薩物ではない．

第2節　精子の変性理象に関する観察

　変性精子の形態的分類を便宜上次のような頓日に分け

た．その個々のものについては必ずしも細胞学上の本質

的変化に一致した名称ではない．
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染色質増多型

核濃縮型

ユ8

㊥

98

核質涌出型→空胞形成→空胞脱出

染色質融解型

　A系列　染色質増多型

○
90

翁

83

19

　大きさは常型精子大であるが，本来の明暗2相の染色

質濃度分布が乱れて，暗調が吹第に頭部全体にまん延し，

更に進んでは基質全体が均等1生に塩基性に濃染するに至

る．その変化模様は極めて複雑多様を極めており，変性

精子群申の最大多数を占めている．

　1）　2相性は未だ保つているが両境界に近く粗剛穎粒

が現われ（65），暗調部が前方に雲架状に伸長し（66），全

面的に拡がつてくる（67，68）．この変化は未熟精子にも

認める（68）．

　2）前記の変性が更に進むと基質の暗調に加えて暗雲

状のニユアンスが現われ，時には前方が逆に濃染するも

のがある（69）．この変化を呈するものは，多く核膜に凹

凸を生じている点に，変性の進んだものであることを思

わしめる．

　3）　更に変性が進むと，まず精子頭部は殆メ、どその固

有の形態を失つて不整多角形になり，核質の変化も顕箸

で，核構造は粗槌，雑然として染色性は乱れ（72，73），多数

84

○
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マ
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33
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86

㊥
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θ5

の小空胞の出現を見るもの（74），或いは核質の分解変化

による蛋白質擬固様の模様を呈するもの（71）があり，叉

核膜の一・部が破壊し崩壊寸前のもの（73）もみられる．こ

の変化は浜崎教授の染色質分離（Chromatinentmisch－

ung）に相当するものである．

　この分類の中核膜が不整多角状になり，濃染するもの

は主観的に濃縮型の部に算入したが，元来いすれの変性

機転によるものか厳密には区別のむずかしいところてあ

る．

　B系列核濃縮型
　全体として常態精子より容積が縮小し，核の外廓は凹

凸がひどくなり，それと共に全体が塩基性に濃染Lたも

のをいう．

　この種別に属するものに家の3種がある．

　1．大きさは正常精子大であるが，輸廓は不正で一見

　　して萎縮像の著明なもの．

　2．　著Lく小さく更に輪廓の不正を伴リているもの。

　3．長軸に長く尖端は尖り，更に左右両側が輪角を呈

　　してラソセツトをなすもの（Leptospermatozoon）．

　浜崎教授は核濃縮は決して死滅している訳でなく核機

韮の極度に低下もしくは停止の状態にある！のとしてい

る。

雲
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　c系列　核質涌出型

　空胞の発生部位は主に明暗境界線上と明調部である．

表層に発生するものは境界が鮮明であり（78），前者に多

いが，後者では内部に深く発生したと思われるものが多

い（79，88）．これは空胞境界が薄くぼけて薄膜を透して

見る如くである．いずれも偏在性で形状は楕円形が多く

円形がこれに次ぐ．殆んど1箇で2箇以上あるものは少

い．空胞はそれ自身が次第に増大するか，又は融合増大

すると明調部に占居し漸吹頭部尖端に近ずく．大きなも

のは明調部全体を占居して（80，84），分泌しつつある腺

細胞のように遂に外方に膨隆して精子頭部は変形する．

　空胞の増大と共に残部の明調部も徐々に2相性ニユア

ンスを失い，染色上塩基性に濃染するため（84）の如き

形となり，この空胞がそのまま涌出すれば，（81，82，83，

85，86，87）の如き鎌状となる．変性現象としての核質

涌出なので，裂口部は閉鎖されずに残る。而も萎縮が高

度であれば，丸味を失つて凹凸を生じてくる．小空胞は

活発に運動する精子にも認められる。分類上次の2に区

分した．

　　a．空胞形成精子

　　b・空胞脱出精子

　D系列　染色質融解型

　この種の精子は数が極めて少ないので，その生成過程

第
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　　　　　　　　　　　α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α
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〆

㊧

6

Q

◎

ピ

Cノ

ノ

〆

を追跡するのは困難である．終末の形態は完全に染色質

を失つて透明化するヰ，のと，内容に僅かにエオジン可染

の雲架状の痕跡を認めるもの（92，95）とがあり，いず

れも殆んど膨大，変形しているものが多く，稀に長軸に

延長したものがある。これは核質内容の化学的変化によ

つて，水分の滲透圧的流入と考えられる．先天的に暗調

部の染色性が極めて弱く（91），後部に痕跡的に認めるも

の臼0），或いは偏在するもの（93），全体がエオジンに

均等に染まつているもの（94）がある．

　染色質の発育異常であるが，さればと言つて直ちにこ

れが染色質融解Chromatolyseの結果とみてよいか，

染色質融解乃至は流失を起し易いものとは言い切れない。

　殆んど膨化型の多いのは染色質も量的ばかりでなく質

的にも弱質ではないかとも考えられる、Stiaslly＆Ge－

neralesのSp．　unicolorata　griseaもこの群に加えた．

第2項　i変性精子分類の小括

　変性精子の以上の系列を図示したのが第5図である．

αL4ノ，〆一♂”群は後に述べる．　Spermiocytogramで

は終末精子とした．C系列の本図ではMicrOSperma－

tozoon及びLepto－microspermatozoonの変化がこ

れに属するが，この群の中には真の核濃縮のものも混ず

る訳である．　Stiasny＆Generales，　Jo田等による

schmaler　Kopfつまり尖形頭（大橋）の中，頭部尖端

　　　　　　　　　　が著しく尖つて毛筆状のものは

⑳　　　　　　　　　　Jo61の変性退化型の中にのみ

　　　　　　　　　　描かれており，Stiasny＆Ge一
　　　　　ピ　　ne，al。、で形態上これ、。近いも

　　　　　　　　　　のは　　Macrospermatozoon

∀

◇

刀
∪

6

　　　　cul孤parte　anteriore　elonga－

　　　　taのみであるが，　Microsper－

　　　　matozoon　cum　parte　ante－

6〃　　riore　elongata　とすべきかと

　　　　思う．

　　　　　α，6，C系列は未熟精子にも

　　　　同様に認めることができる．成

　　　　熟円形頭精子Strongylosper－

C”　mat・z・・nと未熟ab・・tive

　　　　Formとは厳に区別されねばな

　　　　らない．後者は少しく大形であ

　　　　ると共に，その他の未熟形精細

　　　　胞の多いときに厘々現われる．

〆”　　しかし屡々両者の識別困難な

　　　　ときがある．Stiasny＆Ge一
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neralesは変性精子と正常精子混同して描写し，区別

がされていない．

第3項　精管結紮者の所見

　精管結紮後2～3週間後の精液では精子は数視野に数

個が微かに動いているか，全く運動を停止しており，概

してAsthenospermieである．後述するようにSper－

miocytogramm上には殆んど成熟精子で，染色質増多

型に属する変性精子の頻度が高い．精細管上庄遊離後に

副精単，精管を通じて精子の成熟過程が延長L，礎に精

子寿命としての老化現象を伴つてくる以上，長期の精子

貯蔵に現われた現象と解せられる．結紮後40週の結

単紺織にも造精機能は尚保存されているが，各部分に

Spermatocytic　arrestが現われている．1例では精子

は含く欠如し塵埃様エオジン可染頼粒のみてあつた．

第4項　保存精子と環境

　1。　滞度による影響

　A．室品（24～32°C）では保存日数と精子の変性率に

特に変化はない．1週間後では腐敗臭が激しく権」二は黄

第工表室澗24～32°C

　　　　　　　2日目　 4日目　 6日目　 7EI目

日不会誌2巻1暮

化は認めなかつた．

　2．　滲透圧を変えた場合

　50％葡萄糖，50％食塩水も変11生率に変化なく，又核濃縮

型も得られなかつた．

　蒸溜水を加える変化もなく，叉入工的に膨化精子は得

られなかつた．

　3．酸，アルカリを加えた場合

　新鮮精液に10％塩酸を加えてよく混和L，60分後，

24時間の所見でも変性率に特別な差は認めなかつた．

　］0％苛性ソーダを加えると数分で強変を生じ，精子鎖

部は帯紫福色となり崩壊に頻し変性の過程を追究するこ

とはできない．更に5％にても同様である．2．5％溶済

2時間後の所見では淡い帯紫褐色で染色性尋，落ち，核内

変化が激しく，先の標本にみる如ぎ変性分類は観察でき

ない．

第5項　小　　　括

　以上の実験によつて精子頭部の染色性の異常は漂本固

正　常　精　子

染色質増多
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　第4章　Spernliocytogramの解析

　既に別報に於て　Spermiocytogramln　とその意義に

ついては発表した．発展的に訂正を要するのは次の2点

である．

　異型精子一従来の奇型精子の中には本質的な奇型の他

に分化の一一過程の一勧を含んでいる事は前述の通りであ

る．それが多数存在するものも正常とは言い難い．この

鑑別は煩雑であり，実際的意義も少ないと思われる．さ

ればこれ等を一括して異型精子とした．

　終宋精子一従来の老熟乃至過熟精子と言われた形態は

実は未熟精子にもみられるもので変性の終末的形態であ

る・死滅精子では適当でない事は前述の通りである．従

つて第5図α1～4ノ，ピ～4”は終末精子とした．

　第2表の如く健常精子では変性精子も少なく，塵球も

少ないが（A），異常精子では単に精子数の減少，未熟細

胞の出現ばかりでなく変性精子の頻度も高く，塵球も多

い事が分る（B）．

　精管結紮後の前部精管内貯蔵精液は殆んど成熟形であ

るが変性率が著しく高い事は注目すべきことである．

（註）百分率は未熟，前熟，成熟，終末異型の沓精

　子の総和につき求めた．

定による即死，環境の変化による急死によつて生ずるも

のでないこと．及び死後変化でもなく寿命的な退行変11生

変化を示すものと考えられる．

　この変化は未熟性精子にも認められる．これは未熟性

精子の生活力薄弱による　Necrobioseと解せられる．

さすれば従来，老化精子乃至は過熟精子として代表的に

麦，げられてきた空胞形成（Vacuolenbildung），過剰色

i素（Uberpigmentiert），色素脱出現象　（depigmen－

tiert）の中，前2者は必ずしも老化精子のみに認めら

れるものでない．

　染色性の異常のあるものだけが，死精子なのではなく，

正常染色性のあるものに4，死精子がある訳であり，染色

性からは死精子を決定する訳にゆかない．変性変化のあ

る精子」，，例えば空胞形成の如き，必ずしも死精子でな

い．従つてSpermiocytogramm中には未熟，前熟，成

熟精子中にも死精壬が混・rl計算されている訳である．
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第5章　総括並びに考案

　精子分類の近代的基礎付けをなした者はMoenchで

ある．Moench（1927－）は精子頭部の異常50種を図

示したが更に詳細にStiasny＆Generales（1937）が

178種を図示し，それにもとずいてSpermiogram　を

作成した．これは精子の頭部，中間部，尾部の変型を基

準にして頭部では正常型，萎縮型，円型，細長型，幼若

型，小頭，大頭，巨大型，奇型，細胞質遣残，内部変化，

濃染，影像型（Phantom），逆染型に，中間部は肥厚，

奇型，細胞質遺残，尾部は異所的附着，重複尾，軸糸裸

出に分類したものである．これは精子発生学的に決定し

ないため個々の点に誤謬がある．Michael＆Joel（1937）

は精液内に出現する細胞成分を図示し．Pollak＆Jc61

　（1939）はSpermatogenesisを根拠として40種を羅i

列Lたが，最も変化に富んだ変態期の動態には重点がな

いため精子のMalformation及びDeforlnationを明

らかにしなかつた．

　その後Lane－Roberts　et　al（1939），　Weisman（1941），

Hotchkiss（1944），　Williams（1950）等がそれぞれの

Spermiogramを作成したがいずれも大同小異であ

る．Jo邑1は正常の姫孕性男子精液との比較から頭部の

円型，狭長型，大／Jは生理的変異として見なしたいと言

い臨床的検査上の参考図譜としてSpermiocytogramm

を作成したが，その計数変動及びその発祥意義を追究し

なかつた．

　本邦では大僑（1944）が述べている様にこの様な精子

形態に関する報告は蓼々たるものである．大橋は精子形

態と不妊との関係をStiasny＆GeneralesのSpe．　mio

gramに準拠L，未熟細胞を除外して頭長，頭幅，頭

容積，尾長について統計的に変異計数を求めている．近

嬢（1940）は80種を図示てしいるが新しい知見はない．

　男子不妊性に関Lて精液中に出現する未熟細胞の出現

はSpermatogenesisの全貌を知る上に必要なことは次

第に着R艮され，　Jce1，　Maroulis（1953），　Frank，　Be－

njamin，　Segerson（1954）等による報告もみられるに

至つた．

　又臨床的に無精子症といつても精巣所見上Complete

germ　Cell　arreS亡であるか，　SpermatOCytiC　arreStで

あるかSpermatidic　arrestであるか或いは精管の閉鎖

欠如の問題もあり，更にその変化が精巣全体のもので

ある力局所的の］、のであるかの診断が必要である。大谷

の言うが如く精巣所見と精液所見が必ずLも一致しない

ことが多いのは，採取部分が小なるためその全貌を知る

日不会誌2巻1暮

ことができない，又片側の所見であること等からすれば．

両側精巣の綜合的成果である精液所見が却つて精巣の機

能を平均に示している場合もある訳で，この両者の併用

は更に両者相侯つてその本質を明らかにするものである・

従来のSperlniogramでは老化変11生精子に関する知見は

極めて少なく看過されてきた感がある．老熟乃至は過熟

精子として色素過剰，脱色，空胞形成を代表的に挙げてし

るが，その意義，変性過程について然るべき文献が見当ら

ない．Jo登1は性交間隔が長くなると老化精子が出現する

と述べているが，私共の実験に示す如く精管紅紮後2～

3週（その間禁欲）に至ると前部精管内に貯蔵されている

精子の変性率が極めて高いのは精子の寿命的運命を示す

ものと解せらる．精細管上皮の不断の成熟分裂，分化

の継続は受精上常に新鮮な精子を供給するの必要を表示

するものと考える．従つてSpermatogenesisの見地

からみると適当な聞隔の排精が必要ということになる．

精子過少患者に於ては単に精子の減少ばかりでなく変性

率も高い．つまりかかる患者で4⊃精子が質的に健常てあ

る場合に妊孕機会に恵まれた症例も起り得るものてはな

いだろうか．かような幾多の懸案については更に研究を

進めている．

第6章　結　論

　我々はSpermatogenesisの見地から精細胞を発生学

的に分類し，更に変性過程を追究してその有機的連係を

求め，これを臨床的に応用すべく独自のSpermiocyto－

grammを作成した．従来の頭部，中間部，尾部の奇型

にもとずいたSperlniogramに比較して，このSpem－

iocytogramは不妊を解決する上に於て精液中の精子の

本質を形態学的に更に一層明瞭に把握しil享られるものと

信ずる．

　欄筆に当り恩師安藤名誉教授，中島教授の御校閲を謝

　す本論交の要旨は昭和30年10月9H第13回日本産婦人

　学会関東地方部会総会及び昭和31年10月21日日不不妊

　科学会第1回総会に発表した．荷資料につき熊本医大

　泌尿科児玉伸二学士，当院泌尿科医長横井武恭学士及

　び東京都芝浦屠殺場衛生検査課渡辺技師の御援助を謝

　す

　　On　the　Metamorphosis　and　Dege－

　　　neration　of　Hurnan　Spermatozoa

　　Toshio　Yロsutake，　Masazuln亘Adachi

（From　the　Department　of　Obstetrics　and
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Gynecology，　Nihon　Kokan　Hospital，　Yokohama）

　　　　By　the　various　staining　method，　the　semen

　of　husbands　of　28　sterile　couples，　healthy　2　with

many　children，　and　Ductus　deferens　ligated　3

were　morphologically　studied　in　details　and

　illustrated．

1）　Spermiogenetic　change　in　the　stage　of

　　metamorphosis．　Forms　of　casting－off　cytopla－

　　sma　are　as　follows．

　　A・downward　B．　forward　C。　to　degenerate

　　　　and　fallto　pieces　at　the　neck　and　the　mid－

　　　　dle　piece．

　　D・To　shake　off　at　the　middle　piece．

　　E．To　fall　to　pieces　at　tlle　head．

2）　Some　of　abnormal　spermatozoa，　regarded　as

　　　　malformation，　are　ones　in　a　process　of

　　　　differentiation．

3）　In　the　abnormal　semen　appears　many　debris

　　　　particles　derived　from　the　colloidal　change

　　　　of　cytoplasma　of　germ　cells．

4）　Degenerative　spermatozoa　are　divided　in　4

　　　　types；hype14chromatosis，　pycllosis，　chroma－

　　　　tolysis，　dripping　of　achrorn．atic　nucleal

　　　　substance（vacuolation，　dripPing　of　vacuole）。

　　　　These　mechanisms　of　degeneration　were

　　　morphologically　arranged．

5）　Further，　in　vitro，　the　morphological

　　　change　of　spermatozoa　in　various　nledium

　　　（high　or　low　temperature，　acid　or　alkali，

　　　high　or　low　osmotic　solution）were　studied．

　　　As　such　experimental　results，　the　conception

　　　of　dead　or　old　spernユatozoa　here－to－fore　in

　　　use　were　corrected。

6）　　It　reveals　more　clearly　sperlnatogenetic

　　　potentiality　in　our　spermiocytogramm，
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Studles　on　the　Movement　of　Vas　Deferens

1．Effect　of　Castratio

Tokuli　YAsuDA，　Jiro　YAMADA　and　Shigetaka　IcHIKAwA

From　the　Department　ot　Veterinary　Science，　College

of　Agriculture，　Univerity　of　Osaka　Prefecture，　Osaka．

　　In　the　cause　of　elucidating　the　mechanism　of

the　normal　ejaculation，　pathogeny　of　the　genital

diseases　such　as　epididyrnitis，　and　moreover　the

problems　of　male　sterility，　it　seems　necessary　to

iDvestigate　the　motility　of　vas’deferens　and　its

sensitivity　to　pharmacological　drugs．　In　former

times，　Macht（1917）reported　the　movernent碗

び∫〃oof　vas　deferens　aDd　response　to　various　drugs。

Fujita＆Sugimura（1929），　Iwaki（1930）and　Fu－

lita（1930）threw　light　on　the　moving　form　of

vas　deferells　with　a　direct，　indirect　or　reflective

stimulus．

　　The　morphological　and　metabolic　changes　in

the　male　accessory　organs　by　sexual　hormones

have　freqllently　been　reported，　but　the　effect　of

t：he　hormones　on　the　movement　has　rare且y　been

studied．　As　the　movent　of　vas　deferens　could　be

expected　　to　　be　　inf正uenced　　by　the　secretory

activity　of　testicle，　亡he　effect　of　castration　on

the　I皿otility　of　vas　deferens　and　its　sensitivity　to

pharmacological　drugs　were　studied　in　present

　experllnent．
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ssected　at　the　middle　porti皿．　In　order　to　know

arelative　quantity　of　androgen　secreted　endoge－

nously，　the　weights　of　seminal　vesicles　and　M．

levator　ani　were　recorded．　The　serninal　vesicles

were　weighed　after　fixation　with　Bouin’s　soltion

for　24　hours、

　　Preparation　of　vas　deferens　was　suspended　in

a20　ml　of　Locke’s　solution　bath　and　the　sensi－

tivity　to　the　acetylcholine，　adrenalille　and　bariご

um　chloride　was　examined．

Results

　　Vasa　deferentia　of　all　intact　adult　rats　and　of

the　rats　3　days　after　castration　showed　no　spo－

ntaneous　movement・In　the　animals　over　7　days－

after　castration，　however，　one　third　of　their　vasa

deferentia　revealed　the　rhythmical　sporltaneous

contractioηS．

Vas　de↓ere孔S　of　the　T10Yπla［　YLat

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w
　　　　　　　　　　ゆ
　　　　　　　　　　↓　　　　　　↓

　　　　　　　　　　Materials　and　methods

　　Atotal　of　31　adult　male　rats　aging　between　180

and　250　days　of　Wistar　strain，　bred　ill　our　labo－

ratoy，　were　used．　The　animals　were　divided　into

seven　groups　consist　of　2　to　6　rats，　and　contra－

ctility　of　vas　deferens　of　the　castrated　rats　3，　7，

10・］4，21　and　28　days　after　operation　and　of　the

mtact　controls　was　investigated．　Immediatelv　af－

ter　the　animals　were　killed　by　decapitation，　pre－

parations　of　vasa　deferentia　w吐e　carefully　di－一

！・

Ace妙丘oliπe

＿＿ノ㌔
　　↑．‘
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　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　ヤげ

メ＿ノ＼」
，↑，ゲ　，tlr・

　　　　o　　　　　　　　　　　　　　‘τ“、

｜

　　　9芝1σ・　　　　　　㌫　　　　2㌔・　　　5～！5・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　
　　却γe舩ど～冗　　　　　　』　　　富爾風

　　Fig．　1．　Responses　of　vas　deferells　oεan　in－

tact　adult　rat　to　acetylcholirle　（upPer）　and　adre－

naline（lower）are　showp．　w：wash．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　It　was　found　that　the　critical　concentratlolls

of　a（：etylcholine　and　adrα1alme　to　indLlce　the　con－

traction　of　the　rat’s　vas　deferens　could　be　di－

stinctly　determined　lmder　these　experimental　con－

ditions．　Figure　l　shows　an　example　of　thess

results．　In　Fig．　1　there　is　no　response　at　the

concentration　of　10エ6（g／m1）of　acetylchoIine

and　positive　reaction　apPeared　distinctly　at　2×

10－6．

　　In　case　of　barium　chloride，　at　a　lower　concen－

tration　the　latent　period　until　the　response　ap－

pears　was　longer　compared　with　the　other　two

drugs．　The　reac亡ion　to　the　higher　concentration

of　bariuln　chloride　thalユ3×10白6　was　clearly　pos－

itive．　But　at　the　lower　concentration　than　2＞く

10－5no　reaction　was　obtained　in　spite　of　the　lap－

se　of　time　over　20　minutes．　Fig．2　shows　one

（）f　these　reSults．

W↓

critical　concentration．　In　such　case　the　concent－

raLion　o・ξdrug　surely　responsible　for　the　contrac－

tions　was　recognized　as　a　positive　concentrati－

on（Fig．　3）．
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　　Fig．　3．　Responses　of　vas　deferens　of　a　rat　21

days　after　castration　which　revealed　spontaneous

contractions，　to　acetylcholine　are　shown．　W：washI
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　　The　results　with　acetylcholine，　adrenaline　and

barium　chloride　were　respectively　showed　in　Fi－

gure　4，　5　and　6・

　　To　acetylcholine　the　vasa　of　the　intact　rats　res－

P…ed・t　10－・t・10－・and　th・t・f　anim・1・3da－

ys　after　castration　were　similar　to　intact　cont「o－

ls，　but　at　7　to　10　days　after　castration　the　sen－

siti。ity・f　va・a　t・・cety1・h・1ine　w・・e・hanced
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Baα2
　　Fig．　2。　Responses　of　vas　deferens　of　an　intact

adult　rat　to　barium　chloride　are　shown．、～「：wash．

　　By　this　means　the　effects　of　castration　on　the

sensitivity　of　vas　deferens　to　acetylclloline，　ad－

renaline　and　bariuln　chloride　were　investigated　by

determination　of　t］〕e　lowest　cuncentτation　of　ea－

ch　drtlgq　which　shows　positive　reaction．　When

the　preparation　shows　the　spontanecus　contrac一
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gradually，　and　thereafter　it　was　almost　constant

（Fig．　4）．

　　These　changes　of　the　senstivity　were　also　sim－

ilar　to　bar三um　chloride．　At　7　to　10　days　after

castratioll　it　became　higher　than　that　of　the　int－

act　rats　and　thereafter　it　showed　almost　constant

level（Fig．　5）．

8ぷ

6x

4x

　
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皐
●

ー　
　
　
　
　
　
　
L
l
°
°
‘
1
ー

　

氏
6
8
　
ゴ
　
頁
　
瓦
　
∀

　

2
　
t
　
　
8
　
　
6
　
　
4
　
2

　
　
　
　
　
　
　．

9
．
二
当
q
o

r

　
－o

加

ひ

中

㍗
節
6
4
↑

毛

ピ
●
；
ご
芸
巴
仁
、
O

■

．

σ

σ

ひ

⑨

←

■

■

o

8

●

●

●

●

●

●

●

●

35

　　The　weights　of　seminal　vesicle　and　M．　Ievator

ani　decreased　gradually　following　the　days　after

castration，　especial】．y　the　former　decreased　remar－

kably　at　7　days　after　castration（Fig．　7）．

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1

」

ご
u
で
’
c
＞
ち
竺
F
潟
竃
芸
。
う
一
w
ぷ

’～陰o

醐

1600

「㍉

溺
、、lli、、）

一一一　　sξ7“　w5・

●　　・・†女一・－　　L㎏〆．4民i、

　　（　　，　　　　　　　　Hg　3†　Y‘ヒ

烈o

～時

　　ヨ　　　　　ワ　　　　ロ　　　　ぱ

D＞ド54fter　C郎寸、xτ1餌1・
；1♂

　　Fig．5．　The　lowest　concentrations　of　bariurn

chloride　to　induce　the　contractions　of　vasa　defe＿

rentia　of　rats　following　the　days　after　castration．

Circle；spontaneous　contractions．

　　The　sensitivity　of　the　vasa　to　adrenaline，　how－

ever，　differed　from　the　former　two．　No　diffe－

rence　of　the　sensitivity　between　intact　and　castra－

ted　groups　was　detected．　Their　critical　concen－

tratioas　were　about　be†ween　10－3　and　10’6（Fig．6）．

櫨
」
ー
1
「
f
」
ー
l

　
　
p
・
l
　
　
X

　
　
　

∨

　
6

レ
」
；
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
　
帽
　
゜

ト

ー
－
穿
ー
ー
ト
ら
F
r
l
’
［
°
’
L
ー
」
1

　
・

戸

　
・
　
・

　
（
．
‘
　
　
　
　

8
　
　
6

号
、
°
司
F
＝
吋
F
ら
こ
勺

　

真

　
　
’
◇
x
　
ふ
　
メ

　

4
　

2
　
　
8
6
泊

さ

F
三
ち
こ
F
巴
F
∨
〕

ノG

’

』
　　　甚

㌔㍉一二＿＿一◆一一一一一
　　　　13　　　　　　　　　，c　　ロロのロ

　　08γr　aqや1τ5S）1δt・芯互　　　　　　■　，r⑳

’

6

⑨
・

上鵬一一＿一　2　　　　　　　　　～A

　　Fig．　6．　The　lcwest　concentratious　of　adren＿

aline　to　induce　the　contractions　of　vasa　deferen－

tia　of　rats　following　the　days　after　castration．

Circle；spontaneous　contractions。

　　　　　　　　　　　Daγs　afte了caるt「atゆw・

　　Fig．7．　Changes　of　the　weights　of　seminar

vesicles　and　M．　levator　ani　of　the　rats　following

the　days　after　castration．

1）isc鵬siρ皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hor－

mone　has　an　potentiating　effect　on　the　motility　and

sensitivity　of　vas　deferens．

　　Marting＆Valle（1938）reported　thet　sympat－

hetic　drugs，　parasympathetic　drugs　and　barium

chloride　have　an　stimulating　action　on　the　vas

deferens　of　rat　and　that　the　reaction　in　the　casト

　　As　the　isolated　vas　deferens　of　rat　shows　clear

cut　responses　to　the　stimulating　agents，　this

smooth　muscle　preparation　may　be　used　for　the

quantitative　assay　of　muscle　stimulants．

　　The　vasa　deferentia　of　the　intact　rats　did　not

show　the　spontaneous　movement．　Castrates　did

not　reveal　the　spontaneous　contraction　unti1　3

days　after　operation，　but　over　7　days　after　cas－

tration　when　the　seminal　vesicle　and　M．　1evetor

ani　showed　a　distinct　involution，　one　third　of

the　vasa　showed　spontaneous　contractions．　The

sensitivity　of　the　vas　to　acetylcholine　and　barium

chloride　also　increased　by　castration．

　　These　results　suggest　that　the　gonadal
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τates　iS　alWayS　aCtive．

　　But　in　onr　present　results　the　sensitivity　to

．adrenaline　w’as　not　influenced　by　castration．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　1．　Effct　of　the　castrat欽）n　on　the　motilty仇

、画∫γoof　vasa　deferentia　of　the　rats　was　investi－

gated．

　　2．　No　spontaneous　movement　apPeared　in　va－

sa　deferentia　of　the　normal　adult　rats．　In　the

anhnals　7　to　28　days　after　castration，　however，

about　one　third　of　their　vasa　deferentia　revealed

窪he　rhythmical　spontaneous　contractions・

　　3。　Castration　enhanced　the　sensitivity　of　the

vasa　deferentia　to　acetylcholine　and　barium　chlo－

ride，　but　to　adrenaline　there　was血o　d・縦erence

compared　with　intact　rats．
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II．　Effect　of　Sexual　Hormones

effects　of　androgenic　and　estrogenic　hormones　on

！the　motility　of　vas　deferens．　Estrogenic　hormone

・was　known、as　a　p（＞tentiatiIlg　agent　on　the　uterine

：　notil垣．

　　　　　　　　　　蓑晦terials　and　methods

　　，All　animalsμsed　1草this　study　were　male　adu－

：丑trats　of　Wistar　st、rain．　Each　three　animals　were

ltreated　with　an　inちramuscular　injection　of　1．0，

2．5and　5．　O　mg　of　testosterone　oenanthate（Tes－

toviron－depot，　Schering　Co．）and　with　daily　inj－

£ctions　of　5，　50　and　150　γ　of　oestradiol　benzoate

〈Progynon－B，1Scheτing　Co．）for　10　days　im－

mediately　after　the　operation　respectively．　Five　in－

tact　and　five　castrated　rats　used　as　controls．

　　Each　animals　were　sacrificed　on　the　10th　day

after　the　first　injection　of　hormone　and　the　mot－

ility　of　vas　deferens　was　investigated吻祝かo　ac－

cording　to　the　method　described　previously．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rest11ts

　　The　appearanceρf也e廊ythmical　spontaneous

contractions　in　about　QPe　th虻d　of　vasa　deferentia

Of　the　rats　over　7　days．after　castration　llas　pre一

γiously　r《ミpgrtqd．　B、興tエhe　yaSa　deferentia　of　the

37

　　　　　　　　　　　　　　　Toku貢YASuDA，　Jiro　YAMADA　and　Shigetaka　IcIHKAWA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　From　the　Department　of　Veterinary　Science，　College

　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Agriculture，　University　of　Osaka　Prefecture，　Osaka．

　　hthe憂reeeding　work　the　extirpatioll　of　the　　　androgen　treated　castrated　rats　revealed　no　cont－

rat，s　testes　induced　the　spontaneous　contractions　　　　　raction　in　any　cases．

and　increased　the　sensitivity　of　the　isolated　rat’s　　　　On　the　contrary，　the　treatment　with　estrogen

vas　defer斑s．　However　it　is　yet　unkownn　whether　　　in　daily　doses　of　50　and　150γ　to　castrated　rats

，仁hese　effects，of　castration　on　the　motility　of　vas　　　provoked　constantly　the　rhythmical　sp皿taneous

‘defere皿s　4μe　to　the　sexual　hormones　or　other　　　contractions　and　the　motility　of　these　vasa　was

factoTsρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　more　active　compared　with　that　of　the　castrates．

　Present　expOriment　was　attempted　to　pursue　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．4幻ピ‘
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Iille　to　induce　the　contractions　of　vasa　deferentia
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Three　cases　administered　570f　estrogen　in　daily

dose　did　not　show　the　spontaneous　movement．

　　　The　sensitivity　of　vasa　deferentia　of　the　andro－

gen　treated　castrated　rats　to　acetylcholine　was

lower　than　that　of　t｝1e　castrated　controls　and　it

was　similar　to　the　intact　rats．

　　ln　the　estrogen　treated　animals　the　sensitivity

of　groups　of　50　and　150γin　dai！y　dose　was　much

higher　than　that　of　the　castrates，　and　the　positi－

ve　reaction　was　obtained　even　at　a　low　concen仁

ration　such　as　10－1エto　10－8．　Group　of　5γin　daily

dose　was　same　as　catrates　in　the　sensitivity　of

vasa　to　acetylcholine．　These　results　were　shown

in　Fig．　1．

　　The　similar　result　was　obtained　also　in　regard

to　the　sensitivity　of　vas　deferens　to　barium　chlo－

ride．　The　treatment　with　androgen　decreased　the

sentitivity　to　barium　chloride　down　to　the　normal

level　and　the　treatment　with　estrogen　increased

the　sensitivity　to　the　same　drug　compared　with

．
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　　Fig．2．　The　Iowest　concentrations　of　barium

chloride　to　induce　the　contractions　of　vasa　defe－

rentia　of　the　intact，　castrated，　androgen　treated

castrated　and　estrogen　treated　castrated　rats．
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that　of　the　animals　IO・days　after　castration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F19．　2）。

　　Pertaining　to　the　s．ensitivity　of　the　vas　to　ad－

renaline，　however，　there・was　no　difference　among

the　intact，　castrated　and　androgen　treated　castr－

ated　rats　and　the・vasa　of　the・estrogen　treated

animals　exhibited　an　increased　　sensitivity　than

the　other　three　groups　as　shownl in　Fig．3。
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　　Fig．3．．　The　lowest　concentrations⑪f　adren－

aline　to　induce　the　contractions　of　vasa　deferen－

tia　of　the　intact，．　castrated，　androgen　treated　ca－

strated　arld　estrogen　treated　castrated　r・ats．　Cir－

cle；spontaneous　contractions．

　　The　mean　weights　of　seminal　vesicles　and　M．

levator　ani　of．　the　rats　treated　with　l　mg　of　and－

rogen　were　92L　O　Ing　and　129。7mg　respectively．．

These　are　approximately　equal　to　that　of　normal．

In　the　animals　injected　2．5・and　5．　O　mg　of　andrひ

gen，　their　mean　values　were　remarkably　larger

than　the　normal　values　and　those　of　the　estrogen．

treated　rats　were　not　varied　compared　with　casト

rates（Fig．　4）．
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and　increased　the　sensitivity　of　vas　deferens　to

acetylcholine　and　barium　chloride　in　our　previous

　　　シ　ロロサび

・一・噂…已，口，恒．　《o）

　‘　　　」㎡．止　　　　；

　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　言
　　　　　　　　　　】
　　　　　　　　　　もロ
　　　　　　　　　く3；

《動

、工
一
オ 1

　Σ≠舗

¶eat冊e

180

1‘。き

1パ
　ξ
120

三
Ioo　喝

　三
8いご

　3
もロの　

　二

鋼 竺
20呈

■

　　Fig．4．　Changes　of　the　weights　of　seminaI

vesicles　and　M．1evator　ani　of　the　intact，　castr一

ated，　androgen　treated

treated　castrated　rats．

castrated　and　estrogen

experiment．　In　this　study，　the　treatment　with

androgen　arrested　the　spontaneous　contractions

which　will　be　expected　in　6ne　third　of　castrated

τats　in　case　of　no　treatment　and　lowered　the　sen－

sitivity　down　to　the　normal　Ieve1．　These　results

wi11　suggest　that　androgen　inhibits　the　motility

of　vas　deferens　and　lowers　the　sensitivity　to　the

above－mentioned　drugs．　Then　in　normal　condit－

ions　the　motilitv　of　vas　deferens　seems　to　be　in－

hibited　by　the　male　hormone　from　the　testicular

tissue．　If　the　vas　deferens　would　be　freed　from

inhibit｛ng　action　of　androgen　by　means　of　castra－

tion，　the　intrinsic　property　of　plain　muscle　such

as　the　automaticity　and　the　sensitiv辻y　to　drugs

would　appear．

　　Concerning　to　such　an　inhibiting　effect　of　and－－

rogen　on　the　movement　of　vas　deferens　Martins

＆Porto（1938）considered　that　the　functional　ef－

fect　of　androgenic　hormone　correspond　to　an　un－

known　modification　in　the　physiology　of　the

muscular　fiber　or　of　the　nervous　control　of　the

muscIe　However，　it　is　not　yet　clear　in　what
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manner　the　sexual　hormone　acts　to　the　muscle　of

genital　organs．

　　The　fact　that　the　sensitivity　of　vas　deferens　to

adrenaline　had　no　diffe1・ence　between　intact　and

androgen　treated　castrated　rats，　as　in　case　of

castrated　ani皿als　previously　reported，　indicates

that　concerning　to　adrenaline　the　male　hormone

has　no　influence　on　the　sensitivity　of　vas　defere－

ns．

　　The　treatment　with　estrogen　in　daily　dose　of

more　than　50γto　the　castrated　rats　stimulated　ths

movement　of　vas　deferens　and　increased　its　res－

ponses　to　drugs　inclusive　of　adrenalins　as　in　case

of　uterine　muscle．

　　Vasa　deferentia　of　the　androgen　treated　animals

always　showed　the　tonic　movements　after　addition

of　acetylcholine　or　adrenaline（Fig．　5）and　also

「r盃」了三て7ず一Y
　　メlcetyk血oIi．刀e　　　　　　　　　　　　　　　　　　一栢．．

　　　　　　　Y　　　　7　　Y　　　7　　　7

マ「一了｝＝㌃〆 薫｝一仁
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　　Fig　5．　Responses　of　vas　deferens　of　an　and＿

rogen　treated　castrated　rats　to　acetylchol　ine（up－

per）and　adrenaline（10wer）are　shown．　W：wash

in　case　of　barium　chloride　the　vasa　showed　atonic

elevation　with　faint　rhythmical　oscillation　afteゴa

latent　time．

　　On　the　contrary，　the　vasa　deferentia　derived

from　the　castrated　and　estrogen　treated　rats　re．

vealed　the　energic　rhythmical　contractions　after　the

addition　of　drugs．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Sum】ma町

　　1．　In　succession　of　the　previous　experiment，

effect　of　the　sexual　hormones　on　the　motility碗

斑方oof　vasa　deferentia　of　the　rats　was　investig－

ated．

　　2．　Vasa　deferentia　of　the　androgen　treated　ca－

strates　revealed　no　contractions，　on　the　contrary
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the　treatment　with　estrogen　in　daily　doses　of　50

and　150γto　the　castrated　animals　provo．ked　the

rhythmical　spontaneous　contractions．

　　3．　The　sensitivity　of　the　vasa　deferentia　of

the　aDdrogen　treated　castrates　to　acetylcholine

and　barium　chloride　was　lower　than　that　of　the

castrates　as　of　the　intact　rats，　and　that　of　the

estrogen　treated　castrates　was　higher　than　of　the

castrates．

　　4．　To　adrenaline，　there　was．no　difference　of

the　sensitivity　among　the　intact，　castrated　and

日不会誌2．巻1号

androgen　treated　castrated　animals．　But　onl習

vasa　deferentia　of　the　castrated　animals　treatedi．

with　50　and　150γof　estrogen　exhibited　the　inc－－

reased　sensitivity　to　adrenaline．
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地方部会抄録

　　　　　九州支部学術講演会

昭和31年10月19日　於熊本大学医学部講堂

1．停留睾丸，類宙官症の数例

　　　岡元健一郎・斎藤宗吾・内宮乱一郎（鹿大・皮泌）

　停留睾丸の3例につき1例は固定術後男性ホルモン

100mg　2回で牛年後睾丸は正常大となる。1例は腹腔睾

丸で副出後デポエナルモン100mg　2回で牛年後陰董肥大

陰毛発生の為中止，2年後常態。1例は1側腹腔畢丸，

1側鼠径睾丸で，デポエナルモン100mg　4回で下降せず

陰童肥大，陰毛発生がある。類宣官症の3例につき，1例

はデポエナルモノ100mg　2回ヒで陰毛発生をみて治療中，

1例はべしット，デポ，シナホリン，セロトロピンを使

用して陰蓮やや肥大，陰毛発生，勃起力回復があった。

1例は，デポ，シナホリ’，セロトロピン使用中で陰窒

が肥大した。宙官症は両側除畢術後の2例で，1例はデ

ポエナルモン1⑪Omg　4回で3回目から性慾が現～りれ，勃

起力も再i現，性交可能となった。1例は，現在鍵存右睾

丸の壊死がかなり進行しつつある例で，17KSが減少し

ている事が注目された．

　質　問

　D大谷善彦（九州厚生年金・産婦）

　類寅官症等にホルモソ療法後精液所見，特に精子の所

見は如何？

　皿）演案：　表に示した通りで精子はありません。

　田）×谷善彦（同上）

　デポエナルモンを使用して何ヵ月ですか。

　IV）演老：　未だ日が淺いので結論には到りません。

2．子宮筋腫と不妊の関係について

　　　山本嘉三郎・岩崎博・高木忠一郎（長崎×・産婦）

　研究材料は昭和22年4月から昭和31年8月迄，9年

4ヵ月の間の子宮筋腫手術例のうちから未婚者を除いて

既婚者191例で，その中63例については，子宮体部，卵

巣の組織学的検査をも行った。その結果は従来考えられ

ていた子宮腔の変形，子宮内膜の変化，出血，帯下，頸

管の変形等に原因を求めることが出来ず，附属器の変

化，特に従来その原因として余り高く評価されていなか

った卵管の変化が不妊の主な原因であるという結果を得

た。更に体部筋腫が頸部筋腫に比して不妊率が多いので

あるが，その原因も又前者が後者よりも卵管の変化が頻

回に見られる事からも説明出来ると思う。以上今回も前

述の三谷・今村・田栗の報告を確認するものである。勿

論卵管の変化が筋腫不妊の原因のすべてであるとは思わ

れないが，少くともその主要な因子であることは動かせ

ない事実と考えられる。

　質　問

　D向江頁作（九州厚生年金・産婦）

　卵管に病変がないというのは組織学的に検査した結果

の判定か。

　∬）演老：61例について組織検査を行ったが肉眼的

所見と大差なかった。

　田）町野教授

　子宮体部筋腫で不妊を訴える性器成熟期の場合で夫婦

とも健全であり，附属器に変化のないときは，再発の危

険はあるが，筋腫核別出術を試みるが良いと思う。その理

由は術後産児（1～2児）を得たもの数例を経験し，その

うち43歳で結婚後20年も経過した婦人が受胎し，微弱

陣痛で帝王切開で健常児を得たものさえある。

　IV）三谷教授：　妊娠した例は卵管は如何でしたか。

　V）町野教授：　開腹したら異常はなかったので，筋

腫が何か影響するのではないかと思うれます。

　W）朱比春（九大・産婦）：子宮筋腫の際における不妊

とホルモソとの関係について？

　W）演者：　調＾ミて居ません。

　珊）井上浩（熊大・産婦，三井三池・産婦）：卵菓の変化

のうち，卵巣のう腫以外の変化としてどの様な変化がみ

られたか？

　IX）三谷教授：　炎症性変化が多い様です。樋口教授

からAdenomが多くないかといわれたが大した事はな

い。Endmetriosisは少しあった。

3．外傷と性機能

　　　百瀬俊郎・権藤健彦（九大・泌尿）

　泌尿器科領域における尿道外傷の後遺症としての性機

能障害を吾々はしばしば経験している。之は患者自身及

び社会的にも問題となるものである。吾々は北九州工業

地帯に比較的多い外傷性尿道狭窄患者につして，その蚕

身歌態，血液像，尿所見，レ線尿道像，膀胱内1貼尿中
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17KS，精液果糖量，睾丸組織像と性機能歌態を検討し，

同時に動物実験にて人工的尿道狭窄を起させた家兎の尿

道生殖歌態を観察した。更に当科10年間に来院した外

傷性尿道狭窄患者66例について，その受傷時，部位及

び現在迄の治療法，期間等と現在の排尿歌態，性生活状

態をアソケートの方法をもって調査した。

　質　問

　1）大谷善彦（九州厚生年金・産婦）

　性機能障害とはKoitusの回数の減少のことか？

　D演者：
　皿）大谷：

　w）演者：

　V）大谷：

問題は？

　VD演者：

いや，それだけではない。

外傷性障碍での性器所見は？

あまり変化はない。

精子数，奇形数，ピアルロニダーゼ等の

調べていません。

4．教室に於ける不妊症の臨床的観察

　　　　　　橋本和雄・鶴田昭男・森憲正・竹鼻和夫・

　　　　　　森示高弘・伊藤翠子（熊大・産婦）

　①昭和25年1月より昭和29年12月迄の5年間に当

教室外来を訪れた不妊症患者は婦人科外来患者の7．0％

である。　②　不妊患者中原発不妊は25歳以上30歳未

満に高率で続発不妊は30歳以上35歳未満に高奉である。

　③月経初潮は一般と大差がない。月経障害は約牛数

に認められた。④外来診断による不妊症の分類では，

原発不妊では子宮発育不全及び卵菓機能不蚕が最多で，

続発不妊では炎症性疾患が重要である。⑤　不妊期間が

長くなるにつれ，原発不妊では，炎症性疾患の割合は減

少し，卵巣及び子宮腫瘍の割合が増加する。⑥卵管成

形術12例の成績では正常分娩をなしたもの1例，現在

卵管開通せうもの1例である。

　質　問

　D三谷教授：　第7例の姫娠例の卵管の局所々見を

詳しく教えて下さい。

　D演者：　肉眼的には特別に異扶所見は見当りませ

んでした。

　皿）大谷善彦（九州厚生年金・産婦）：続発不姫を5

年とした理由は？

　IV）演者：　特にない。

　V）大谷：　外国文献では原発不妊を1年としている

のである位であるから続発不妊を2年とした方がいいの

ではないか？

日不会誌2巻1号

5．精管切除後の睾丸組織及び組織化学的所見

　　　　　　　　　　　　　　楢原憲章（熊大・皮泌）

　講　演　欠

6．不妊婦人の頸管粘液の細苗について

　　　　　大谷善彦・大山典夫（九州厚生年金・産婦）

　最近女性不妊原因として，頸管粘液因子がとみに重覗

されてきたが，ごのうち，頸管内細菌感染が精子侵入

を妨げる最重要因子と考えられ，我々もその実験を行っ

た。

　実験材料及び方法：不妊婦人32名，妊婦13名の膣分

泌物，頸官粘液を夫々血液塞天培地に接種し，37°cの

鱒卵器に入れて24時間及び48時間培養し鏡検した。

　1．予備実験：　5人の婦人で膣上部切断術及び全別

の際に子官膣部からと，術後断端頸管側からと，夫々頸

管粘液を培養した結果，両者の間に差異はなかった。

　2．本実験：　（1）32名中菌検出せるもの19名

（59．4％）で大腸菌9名，葡萄朕球菌14名となってい

る。之を不妊別にみると，原発不妊25名中，膣内より菌

を検出したもの14名，頸管内より6名，続発不妊7名中

膣内3名，頸管内3名であった。　（2）妊婦13名中，

腫内検出2名，頸管内2名であり，妊婦では不妊例に比

し菌検出李が低い。

　3．Huhnen－testとの関係：　このtestを施行した

9例中，本試験が良好であった7例は何れも頸管粘液中

菌を検出せず，不良であった2例は大腸菌検出1例，黄

色ブドウ状球菌検出1例であった。

　質　問

　1）橋本義夫（熊本市）：姓婦を対称としたものは？

　H）演老：　御質問の点はごもっともですが現段階で

は止むを得ず姫婦を対称としました。

　正）橋本：　トリコモナス，カソデイダ等との関係

は？

　nD演者：　目下追求中です。

　V）朝比奈澄麿（熊本市）：外見は正常でも細菌が多

いという様な事はないですか？

　W）演老：　さういう事があります。

　VID楢原教授（熊大・皮泌）：或細菌例えば淋菌が存

在せる際，他の細菌が消失或は減少するという関係はあ

りませんか？

　珊）演老：　気が付きませんでした。

　IX）山本嘉三郎（長大・産婦）：腔内及び頸管内の細

菌感染につ1、・ては，眞柄教授の云われる様に，嬢気性菌
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が重覗されていますが，嬢気性菌の検索については行っ

ていませんか。

　X）　演者：　特に別々にはやっておりません。

　XD井上浩（三井三池・産婦）：細菌検査を行った時

期と，卵巣周期との関係は？

　皿）演老：　排卵期に行いました。

　X田）井上：　排卵期とそれ以外に於て，細菌の発現

率は異らな刀）ったカ〉？

　XIV）演老：不定，だから1回の検査で決定するのは

いけないと思います。

7．婦人並に乳牛に於ける頸管分泌物の周期的変化，特

　に粘稠度の推移について

　　　　　　　　　　　　　　　　　村上徹（小倉市）

　婦人並に牝牛の頸管分泌物の周期的変化をみる目的で

健康婦人12名，健康正常牝牛10頭について頸管分泌物

を苛性カリに溶解し，ヘスの粘稠計を用いてその粘稠度

を測定した。その結果，（1）人及び牛共に頸官分泌物の

性状は略々同じ祖移を示す。即ち粘稠度は排卵1～2日

前に最低となり，婦人では1．02，牛では1．05を示し，

黄体最盛期に最高を示し，人では1．38，牛では1．50で，

卵胞期ではその中間値である。頸官分泌物の性状は人，

牛共に排卵期の直前にその透明度，粘液量が共に増大す

る。　（2）排卵1～2日前に子宮膣部の腫張，充血を認め

た。之は牛では著明であるが人ではそう著明でない。

（3）牛の基礎体温は人に於ける様な定型的な2相性周期

は見ら才しない。

　質　問

　D大谷善彦（九州厚生年金・産婦）：排卵期に粘稠

度が増大すると言われますが，之は索糸性が増し粘稠度

は低下するのではないか。

　∬）演者：　粘稠度が高いと云ったとすれば，それは

低いの誤です。

8．　子宮発育不全症に於ける子宮卵管通気曲線に就いて

　　　　　大谷菩彦・向江衰作（九州厚生年金・産婦）

　卵官疎通性の検査はRubin氏の創案したキモグラフ

式子宮卵管通気法にょれば，卵管の適否のみならず機能

をも制定し得ると云われている。吾々は子宮発育不登症

の通気所見を中心にして2～3の知見を得たので報告す

る。（1）通気曲線の分・類：著々は正常型，狭窄及び癒

着型，機能異常型，閉鎖型の4基本型に分け，叉子宮発

畜不蚕では，種々の異常機能帥線を認めるので，更に之
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をスパスムス，機能充進及び機能減溺の3つに分類し

た。（2）子宮発育不全症の通気曲線：47例中正常型18例

（38．3％），挾窄癒置型5例（10．6％），閉鎖型7例

（14．9％），機能異常型17例（36．1％）で，後者17例

中スパスムス2例，機能冗進9例，機能減弱6例である

が，今これを吾々の行った全不妊婦人胞4例の違気曲線

と比較するに子宮発育不蚕例では機能異常が著しく多

く，蚕機能異常25例中の17例（68％）を占めている．

（3）異常機能曲線例の臨床診断：機能異常を示した25

例を診断別）・て眺めると，子宮発育不全或は卵斑擁能不全

が17例（68％）を占め，従って機能異常曲線例の大多

数は発育不全例である。

　質　問

　D三谷教授：　この例は開腹したのではありません

か。

　∬）演者：　いいえ

　皿）三谷教授：　開腹したのでなければ機能の減弱例

のうちに，附属器炎が3例ありますが，之は通過例であ

りますのに，附属器炎の診断は如何にしてつけたか。

　IV）演者：　臨床的に最初につけてあったものです。

　V）橋本義夫（熊本市）：機能不全の定義は？

　W）演者：　はたらきが悪い。器質的異常がなくて，

はたらきが異常なものと思います。

　、肥橋本：　Rubin　testのcurveの上での機能不全

と生体における卵管の機能との関係は？

　IX）演者：　…………

9．　水溶性，粘稠1性及び油性懸濁1性造影剤による子宮卵

　管造影術について

　　　　　　　　　　　　　　有高秀一（九大・産編）

　子宮卵管造影法に用いられる造影剤として水溶性，粘

稠性，油性懸濁性造影剤として，夫々ア6％Urografin，

70％Endografin，6⑪％Urokolin　oi且y　suspension，60％

Dionosil　oilyを動物実験及び臨床的に応用した。成熟家

兎二二重結紮子宮卵管膣内に注入した所，吸収にょる陰影

消失はUrografin，　Endografin，　Urokolin，　Dionosilの
順に速い。刺戟症歌はDionosi1に稽々強く，その後の癒

着は油性愚蜀性造影剤に10～14日の開腹時に見た。臨

床的に」二記造影剤は何れも注入後に撮影出来，診断には

充分満足すべき陰影濃度を得るが，後2者が梢々鮮明な

る像を得る。絡末撮影は水溶性では注入後3⑪分，粘稠

性では1～2時間，油性懸濁剤では24時間迄可能。以上

により水溶粘油性造影剤が最も優れた造影剤である。
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　質　問

　1）大谷善彦（九艸1厚生年金・産婦）

　Endogra丘nの時は終末撮影は幾分後がよいか。

　∬）演者：　1時間でょいと思います。

　皿）大谷善彦（九州厚生…　　産婦）：拡散像の撮影

は？

　IV）演老：Endografinの拡散像は30分位でいいと

思われる。

10．新しい型式の子宮卵管造影器の試作

　　　　　　　今村弘・橋本和雄・中川清澄・矢島健＝

　　　　　　　島田洋（熊大・産婦）

　空気を送入出来るゴム球をもって，子宮卵管内に固定

する，子宮卵管造影器を試作した。①内子宮口の内側

に固定した。　②固定不完蚕例にはミユーゾ氏鉗子にて

補助固定を行った。③術中患者の疹痛は補助固定を行

った症例を除いては皆無であった。④子宮下部及び頸

管附近の影像が一見られないことがある。

　質　問

　D宮原教授（久大）：本器の子宮腔内固定の点につ

いて，子宮膣内にて移動し，造影剤の漏出する恐れはな

いでしようか，

　0）演老：　我々の症例では漏出した症例は多くはな

い。注入に際して一度牽引して固定をたしかめて注入し

て1．・る。

　lD井上浩（熊大婦産，三井三池・産婦）1ミユゾー

氏鉗子をかけないで，注入器を頸管を経て，内子宮口に

通すのは困難ではありませんか。殊に不妊婦人では子宮

腔部の非常に小さい人が多いので，困難は倍加しないで

しょうか，更にこの様な患者ではミユーゾ氏鉗子をかけ

て1、・ても，ゾソデを内子宮口に通すのに苦労する例があ

りますが，どうだったでしょうか。

　IV）演者：　1例丈け挿入不可能の症例があり，この

場合はヘガール拡張器で拡張し挿入しました。

　V）大谷善彦（九弼厚生年金・産婦）：この装置では

頸管像が出ない，叉ゴム球を頸管内に入れるとしても，

頸管の形態に変化がくるため，子宮結核の診断能力が低

下するのではないかと思いますが。

　W）演者答：本器の最大の欠点は頸管像の昧損するこ

とがある。卵管その他の像で結核の所見を求める。

　VD大谷善彦（九州厚生年金・婦）：頸管像が出ない

ことは結核の診断能力の低下を来し，ゴム球にょって頸

管がひらくために，所見が変ると思われるが。
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　W）加來教授：　結核の診断は卵管及び子宮体部像の

所見からも判定出来るから，結核だけの診断には障碍に

はならぬと思う。勿論このことは妹点の1つではあるけ

れども。

　IX）伊地知休三（宮崎市）：カニユーレ式器械は造影

割の漏れるごとが訣点であったが，演者の新考案による

竜のでは牽引の不足叉は器械の動揺にょって，漏れる心

配はないでしょうか。

　X）演老：　漏出する例もあったが，ごの楊合はミユ

ゾー氏鉗子で補助的に外子宮口を固定した。

11．卵管結紮手術の術後成績

　　　　　　　　　　　　野見山元・田原康・古川語正

　　　　　　　　　　　　（三井田川鉱業所病院）

　昭和23年以降，昭和30年末迄に行った不妊手術施行

例，任意抽出374例につき直接問診した。①登般的に

体重増加，月経量減少，月経周期が順調になる，月経が

早くなる，月経期間が短かくなる，性慾減退，性感好1薄

が反対のものより多い。　③腫式の方が腹式に比し，手一

術時合併症，月経周期が不順になるもの，術後障碍が多

く，周期が順調になるもの，性慾減退，性感悪化が少い。

③20歳台と30歳以上を比較すると，前者に月経量増

加，性慾減退が多く，性感悪化が少い。④術後の姫娠

については腔式が多い。⑤術後の外姫は0．63％とな

る。⑥術後卵管水腫童捻轄を2例経験した。

　質　問

　D橋本義夫（熊本市）1術後障碍として案外自律紳’

経失調症（ノイローゼ様症朕）が多い様であるが，その

発生たついての御意見は？

　皿）演老：　文献には種々報告されているが，私の報

告例では，その何れであるかを決定するのは困難であり

ます。

　皿）伊地知休三　（宮崎市）：優生手術を施した患者

の術後経過に就いて調査したところ，何等かの障害があ

るもの（主として脱落症状）は20～30％ある。之等の原

因を考えると卵管結紮による卵巣の血行障害にょるもの

ではあるまいかと想像するが，斯様な副作用のある以上，

手術について或る程度考慮を払う必要があると思う。

12．門司鉄道病院に於ける不妊手術について

　　　　星子未知男・中山・立野一正（門司鉄道病院＞

　36歳以上の妊婦は約牛数が人工妊娠中絶をうけてい

る。永久避妊術をうける最大の理由は経済上のごとであ

り，年梁的には女子26～30歳，男子31～41歳が最も多

ψ
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い。男子精管結紮，切断術後の身体の変動については何

ら認むべきものはなかつた。

　質　問

　D三谷教授：　Birth　controlとあるが，皮膚泌尿

器科では，精管結紮術もその中に人れるのか。スライド

に子息数とあるが，与児数ではないか。

　脇演者答：　精管結紮術は入らないと思います．子

息数は間違いました。

13．教室における人工授精例にっいて

　　　　　　　　　　　　有高秀一・木村隆夫・高橋甫

　　　　　　　　　　　　（九大・産婦）

　配偶右間人工授精について，非妊娠例では不妊期間が

平均7年10ヵ月で約4三i数は卵管の1側のみ通過してい

る。非配偶者間人工授精碇ついて，非妊娠例の牛数が基

礎体温の非定型的2相性曲線を示している。姫娠成功例

ではすべて定型的2相性曲線であつた。

　質　問

　D鈴木登（市立熊本産院）：非配偶者間に人工授精

を行った場合民法上一、び法医学的に，その父親の検討を

なされていたら，お聞かせ願1’・た㌧。

　∬）演者：　精液供給者は出来るだけ配偶者と同じ血

液型で，体格の似かよつた人を選んでいる。それ以外に

特別に考慮を払っていない。供給者は主として学生等か

ら選んでいる。

　皿）村上徹（小倉市）：精液中に加えるペニシリンは

精子に影響しないか。

　IV）演者：　ペニシリンを加えない方がよいとの報告

もあり，ベニシリンを加えた為に生存が延びたとの報告

もあります。高単位を加えてみて精子への影響をみてみ

たが，私達の4万単位迄では影響はなかった。

　V）村上徹：　ツベルクリン注射筒を使っておられる

との事ですが，注入法は如何でせうか。

　W）演者：　ツベルクリン注射筒の先に注入器をつけ

て使つている。

　W）宮原教授（久大）：非配偶者間の人工授精の場

合，精液採取に当り，何か特別の良法或は採取時特に注

意すべき事ありや。

　WD演者：　用手法でやつている。

　巫）加來教授：　精液1ccを用いたのは，どの様な根

挺から℃あるか。

　X）演者：　特別な根拠はな1．・。2cc以上人れると流

出するから1ccにしたまでである。

45

　∬）加來教授：　同じ1ccでも最初の1ccの方が精子

数が多いので，最初の1ccの方がよいと思うが，如何？

　皿）演考：　その方がよいと思うが，私は全量の中か

ら分割した。

　XIII）古川語正（三井田川病院）：成功例中，人工妊

娠中絶があつたと言われるが，その理由は。又精液採取

に法医学的に考慮を払つてないと言われるが，A－B－0

式血液型について位は考慮を払われたい。

　XIV）演者：妊娠中絶ではない，自然流産である。

　血液型に対しては出来るだけ考慮している。

　XVI）井上浩（三井三池・産婦）：人工授精に際して

は排卵期に行うというのが理想で，BBTによる排卵

期の推定が行われていると思います。報告例中不妊群

に，BBTの不全型が多いとの事でしたが，　BBTの不登

型の為に，排卵期を決定し難く，結果として人工授精の

実施時期が，不適当だったのではないかという点の御検

討は。

　XVI）演老：　我々の症例では非定型的型でも2相性

にーなつている。

　XVII）加來教授：　Samenspenderがあった場合，

　Kranke及び，そのEhemannに全く，Spenderの
名前が分らない様にしておりますか。

　XVIII）演老：出来るだけそうしている。

　XIX）村上徹：注入時ピアルロニダーゼの使用はして

いるか。

　XX）演老：使用してない。

　XXI）村上徹1　精液探取回数と精子活力の点は如何

ですか，家畜では第1回採坂後2時間目位に再採取した

精液の方が活力が強いのですが。

　XXII）演老：　答なし

　XXIII）村上徹：　精液採取後より注入までの時間は

どの位ですか？

　XXIV）演者：採取後10分位経つている。

　XXV）村上徹：家畜に於いては，採取後，或る程度

の時間がかかる関係上，受胎率が低下するので，精液に

4．7％クエン酸ソーダ，6％葡萄糖を注入しております。

　XXVI）今村弘（熊大）：本教室に於いて最近，7年

6ヵ月の不妊患者にヒアルロニダーゼを使用して，成功

しましたので，ここに1例追加致します。

14．不妊婦人に対する手術療法の意義について，

　　　　　　　　　　　八郷速雄（福岡糸十字・産婦）

　卵管開口術について言えば，不妊で炎症のある場合は
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一応手術を試みるべきである。未婚，既婚を問わず，妊

娠の必要を認める婦人の卵管手術は別除よりも卵管開口

を実施すべきである。但し卵管結核の場合は開口しても

虹娠しないO

　質　問

　D森一郎（鹿大）：卵管が開通していても，手術の

必要ありとの事ですが，卵巣に対する処置は如何です

か。我々は次の如き症例を経験しています。

　　　　　　関西支部第3回集談会

昭和31年12月1日　於大阪市大医学部講堂

1．胸廓成形術，肺切除術後の雄娠に就いて

　　　　　　　　　　　　　渋川　登（大阪市大・産婦）

　近時肺結核に対する外科的療法及び化学療法の目覚し

い進歩に俘いこれら両種療法を妊娠に関連した肺結核に

施行するに際して如何なる注意が必要であるか，その適

応と禁忌に関して産婦人科医と結核専門医との間に注意

が喚起されつつある。演者等は全国の大病院に対するア

ンケートと自i家経験例から胸廓成形術或は肺切除後妊娠

した症例36例を蒐集しこれらの症例に就いて臨床的事

項を主として産科的見地から考按した所興味ある結果を

得た。①胸成術或は肺切除術後2～3年は姫娠を避け

た方がよい。②肺活量が900乃至1000cc以上あれば

産科学的異常のない限り無痛分娩，鉗子分娩等の産科学

的介助及び必要に応じては酸素補助を加える・事により経

腔分娩を途行し得る。③術後妊娠中シユーブを起し

た場合直ちに化学療法を行うも特に産褥i期に張力な治療

が出来るよう考慮を払うべきである。

　印ち産婦人科医と結核専門医との注意深い観察の下で

は胸成術或は肺切除後でも満期分娩が可能である事を念

頭において対処すべきであって，徒らに人工妊娠中絶に

走るべきでない事を彊調せんと欲す。

　質　閤　　　　　　　　田村峯雄（大阪市大・泌尿）

　男子性器結核は多く2次結核であると云われるが，実

際の臨床に於ては性器結核患者に於ては肺の結核を同時

に併発することは少いのであるが，婦人性器結核と肺結

核との併発の率は如何ですか。

　演　者：　性器結核の大部分は卵管に来るが感染経路

は」血行感染が主で，一番多いのが結核性腹膜炎，次で結

核性肋膜炎及び肺結核である。又肺結核で死亡した婦人

の解剖例に於ては25％結核性卵管閉塞がみとめられた。

　解　答　藤森速水（大阪甫大・産婦）：

　只今，澁川からも回答がありましたように，胸部結核
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罹患の病歴のある人に，性器結核を有し不妊を呈する場

合がありますが，この胸部結核が極めて軽度で，精密倹

査で始めて診断が下される場合が少くありません。即ち

体格も榮養も良好でも，過去に於ける胸部結核が軽度に

経過した人に於いて性器結核が不妊の原因となっている

場合が少くありません。

2・　子宮卵管造影術時の機能的卵管閉鎖に就で

　　倉智敬一・苫居喜久夫・垣田隆三（大阪府済生会・

　　産婦）

　　島津志行・鈴木達夫・苧木昇一郎（阪大・産婦）

　子宮卵管造影術に際し，子宮及び卵管が造影剤で充さ

れる結果或は子宮に対する器械的刺戟に基いて，機能的

卵管閉鎖即ち卵管痙攣の現われる事実を全実施例56例

中両側に発生したもの11例（19．6％），片側9例（16．0

％）に於て認めた。之は炎症或は瞳蕩に基く卵管の器質

的閉鎖と厳密に区別されなければならぬ重要な事実であ

ると考える。我々は副交感祠経節態断割である所の

Hyoscin－N－Butylbromid（Buscopan）1Gmgを静膝内

に注射後10分にして第2次撮影を行うことによって両

者を比較的簡単にして且つ確実に鑑別しうる事を知っ

た。上記の事実からも子宮卵管造影術に際しては徒らな

る器械的刺戟を斥け，造影剤の温度或は注入速度等に細

心の注意が必要であることを明記した1．・。不妊の1因子

としての卵管痙攣に就いても検討を続けている。

　質　問　大橋（京大・産婦）：

　Buscopanを使われた理由，並にかかる際，従来より

用いられている他の薬物との比較成績あればお伺いした

い。

　演者：卵管の神経支配に就いては未だ定説がない

様であるが私は実験的に家兎の祀床下部C一副交感帯を

感応電気刺戟した場合に卵管トーヌスの上昇する事実を

認めた。他にもSauter，　Gross等同様の見解を有してい

る者も多い。従って卵管痙攣の緩解の目的（測交感神経

節窪断剤を利用してみた訳である。

3．覗床下部脳波より見たる黄体ホルモンの排卵抑制効

　果

　　　　石塚直隆・家田茂樹・奥田義雄（阪大・産婦）

　今回は自律中櫃頗波より黄体ホルモンが如何にして絨

毛性ゴナドトロピソによる排卵を抑制するかを見た。絨

毛性ゴナドロピンの正常家兎に於ける最低排卵量を25国

際単位と決定，それに黄体ホルモソの20mg，30mg，

玉
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40mg，50mg．を投与して臓波を誘導し以下の事を知り

得た。　（1）黄体ホノレモンの投与によりc一副交感帯臓波

の興奮準位の上昇を知りえた。　②絨毛性ゴナドトロピ

ンの投与にょりb一交感帯願波の周波数の増加が主とし

て現れた。　（3）両ホルモンの投与の場合責体ホルモソ

40mg迄は排卵を抑制出来ないが，50　mgでは排卵を抑

制する事が分った。なお排卵の場合自律中櫃脂波より見

れぽb一交感帯優位を示し，排卵抑制の場合はc一副交

感帯優位を示した。叉，b一交感帯とc一副交感帯は互い

に拮抗的に作用するという事も分った。

4．2相性基礎体温曲線を有する続発性無月経の1症例

　考察

　　　　　米沢耕造・広瀬五郎・高橋義浩・家田千尋

　　　　　（阪大。産婦）

　2相性基礎体温曲線を有する続発性無月経の1例を報

告する。患者は24歳未婚，結核性頸部淋巴腺炎，肺浸

潤の既往歴がある。無月経の主訴で本年■■■■来院，

月経は初潮17歳1ケ月で，翌年6月迄極めて少量の不規

則な出血があり，以後現在迄無月経である。1血液，肝，甲

歌腺，副腎皮質機能には著変なく，基礎体温，尿中ホル

モン排泄量，膣脂膏検査既見から卵巣機能は正常である

と考えられるに拘らず，子宮内膜には分泌の像も結核性

病変も認めない。子宮卵管造影所見では子宮腔の形状不

整で卵管の疏通性は見られない。本例に卵巣ホルモン投

与を行ったが内膜にその反応は見られない。即ち外因性

及び内因性ステロイドに対し，内膜は全く反応せず消腿

性出血も見られなかった。本例は正常卵巣機能を有して

いると思われるに拘らず，既往歴，子宮卵管造影所見か

ら考えて，結核性病変叉は疲痕が子宮腔内にあり続発性

無月経を来したと思われる。

　質　問　沢崎千激（京府医大）二

　私はかねがね卵巣機能は，正常な子宮内膜の存在を前

提としているのではないかと考えています。これは，大

黒ねずみで証明されています。人間でも，そのようなこ

とがあるのではないかと考えて居り，子宮別除後の基礎

体温を調査したり・その他の実験も行いつつあります

が，研究方法が制限されて居りますのでなかなか思うよ

うにはまいりません。そこで，このような自然の例は極

めて貴重であると思います。今後卵巣機能がどうなるか

つづいて研究いただき度いと思います。また，卵巣から

出るエストロジエンの代謝には，子宮内膜を必要すると

考えているのですが，本例のように子宮内膜が反応しな

47

い揚合，エストロジエソ分割が，正常子宮内膜を有する

揚合と異ってくることはないでしようか。この点につい

て，如何お考えかお伺いします。

　解　答　石塚直隆（阪大）：

　（1）御質問の要旨に対しては全く賛成である。即ち卵

巣の機能が子宮内膜に対して掲立して違行するものか，

或は随件的に蓮行するものかを知るには全く好都合なる

一症例でありました。始めはその目的を以て検索したの

でありますが結果は子宮内膜の結核性疲痕の変化を推定

する事に絡ったので初期の目的は不明のままで終ったの

は残念でありました。（2）エストロゲンの代謝に対する

内膜の意義については実験的根拠を持ちませんので充分

お答え出来ません。

4．　機能性陰萎

　　　　　　　　　　　　田村峯雄（大阪市大・泌尿）

　24例の臨床的に機能性陰萎と診断した患者に就て次

の結果を得た。①初発年齢20代3，30代7，40代

13・50代1。②職業，頭腐的職業18，肉体的職業6。

③発病の動機，未婚者で結婚問題が起ってから2例，

結婚初夜以来2例，避姫法に対する不快7例，妬娠に対

する不安4例，動機不明11例である。④全例に就て

精液検査を行った結果，一般に本患者では精子数が少く

800～4200万であった。罹患月数の古いもの程精子数

の減少傾向が見られる。　⑤7例の患者でTestvirOD

DePot　100rng宛2～4週毎に投与して治療した。その成

績は次のようである。（1）Testviron投与800～1000mg

で陰萎の治癒しないもの2例。この中の1例は2年を経

過し，その精子数800万であった。との2例ではTest－

viron投与にょり精子数の増加は甚だ少い。（2）陰萎た

対してTestviron有効と思われたもの5例でその精子数

は2000｛－4000万で，何れもTestviron投与にょり精子数

の増加は著明であった。（3）機能的陰萎↓て於ても睾丸

機能の低下を認め，Testviron投与により睾丸機能の上

昇しうるものでは陰萎が快復するものと考えられる。

a　アクリジン・オレンジによる人精子の2次螢光所見

　　　　　　　　　　　　村上旭（京府医大・産婦）

　Strugger（1942）はアクリジン・オ’レンジ（A－0）を

用いてその2家螢光所見から植物細胞，細菌の生死を判

別し得ると発表した。私は～：れを人精子に応用し，A－0・

溶液と人精液を等量混和して，その2次螢光所見を獣察

し同時に行った従来のEosin法による活力検査成績と此

較検討したので報告する。基償実験として，用いるA…
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0液のPHI，濃度について検討し，PHは精液のそれの

範囲内である7．6を探用した。高濃度に於ては螢光色調

は長波長に傾き，低濃度では短波長の緑色に傾く。そご

で最も広範囲の色調を有する4千倍液を採用して，これ

により実験を行った。次に本色素液は精子運動性には障

害的に働き，且紫外線照射により2次螢光を発すると同

時に運動性を失う。本色素液を用いると生精子は赤色，

死滅精子は緑色螢光を発し，叉0°～4°cに保って運動を

停止している精子は新鮮精液観察時と同様に赤色より緑

色までの各色調の螢光を呈する精子を含む。以上の事を

基礎として本法による非緑色精子百分率と運動率，Eosin

法にょる非染精子百分率を時間的に観察比較して次の成

績を得た。本法は大体Eosin法による活力検査と平行し

た推移を示すが，而しEosin法にょる値と運動率の中間

にあり・運動力を失える精子がEosin法により赤染する

以前に既に螢光色の変化が起るものと考えられる。荷緑

色螢光を呈するすべての精子が機能的に死滅した精子と

考えてよいか，更にごの螢光色調の差は何によるかにつ

：いては今後の研究にまたねばならぬ。

　　　第3回関東地方部会

昭和31年12月15日　於東邦大学医学部講堂

」．妊娠妨害実験の後にくる妊娠の経過に就て

　　　　　　　　　　藤間身加栄（東京　藤間研究所）

　我々は白鼠を試獣として，卵胞ホルモンを以て妊娠妨

一害実験を行い興味ある成績を得た（日本内分泌学会東部

々会第4回総会で報告）。この実験を中止した後，ごれら

の白鼠は正常分娩を営むことができるかということが臨

床応用の上では必要である。我々は引続きごの問題に就

て観察した。今回はその成績に就て報告する。1955年2

月から56年10月末迄に観察した123例に就ての成績で

、ある。中絶回i数1回のもの38例においては6例（16％）

が自然に妊娠中絶を起したが，84％は正常分娩を営んだ。

然るに2回以上人工妊娠中絶を起した85例では38例

（45％）に於て実験中止後の妊娠に於ても自然に妊娠が

中絶された。これらの白鼠では再び正常分娩は行われな

いであろうかと引続き観察を行った所，前者は6例中5

例（83％）が1回だけの異常経過をとっただけで，次回

からは正常分娩が行われた。後者にあっては子宮別出術

を行ったもの現在荷経過観察中のものを除いた32例に

．就てみるに，27例（84％）が再び正常分娩を営むように

日不会誌2巻い歩

なった。使用したホルモン量と後につづく妊娠の異常出

現率との間には，我々の実験条件下では関係がないよう

である。分娩予定日を過ぎても分娩が発来しないものを

開腹してみると，胎盤の剥離が起っており，その時期に

ょって胎仔が辛うじて生存をつづけているもの，既に死

亡しているもの・或は叉既に吸収が行われ結節號を呈し

ているもの等の段階が認められた。この妊娠妨害実験後

に来る妊娠が相当な高率で一定期間，その大部分は1回

だけ妊娠が中絶されるというこの事実は何に墓因する

か，子宮壁の器質的変化か，それともパブロフの条件反

射と呼ぶミきものか，この問題の解決へと我々は更に実

験を前進させている。

2．牛の子宮頸管粘液における結晶形成現象と精子受容

　性の関連について

　　　　　　　　　高嶺　浩（東京農工大・家畜生理）

（1）発情期における所見：　発情徴候の認められた

65例についての結果は，精子受容性（⊥～十）て，結晶

形成（十）以上のものは49例であり，その中両現象共に

高度のものは38例であった。その他16例中9例は不妊

症であることが判明した。結晶形成（冊）のものは精子

受容性も高度（什）の傾向であり，結晶形成（＋）例は

精子受容性も低調の傾向にあるといえるが，精子受容性

の面からみると，受容性（一）例においても結晶形成

（冊～H）のものが12例中10例もみられることは，

精液の結晶形成度のみを指標とするに不安を覚える。こ

のような関連の生ずる理由としては，粘液の②透厭一主

としてNaCl濃度及び多糖類含量一の変動が，精子容受

性を低下する程度に至ってもなお定型的結晶形成を生じ

得るNaCl及多糖類の含有此率が保たれているためと解

せられる。　（2）非発情期における所見：非発情期にお

いては，結晶形成現象陰性若くは極めて非定型的であ

り，精子受容性も乏しい。両現象共に陰性例は28例中

21例であり，何れか1方が（十～井），或いは両現象共に

（十）程度のもの7例を認めたが，この中の6例は卵巣

機能異常のものであった。この～：とは生体内Estrogen

及びProgesteroneの均衡の失調がCDSに反映したも

のと思われる。　（3）姫娠期における所見1妊娠期にお

いては23例中結晶形成（柑）1例，（十）5例，精子受

容性の面からは（十）4例を認めたが，］1例が両現象共

に陰性であった。一般に妊娠期においては爾現象共に低

調であり，初期のものにごの傾向が著明のように思われ

るが未だ例数が乏しいので確定的でない。

‘
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　質　問　安武豊志男（日本鋼管鶴見・産婦）：

　（1）頸管粘液の精子受容性と結晶形成現象とが必ずし

も一致しないのは頸管粘液の界面活性度に関係がありま

せんか。　（2）ミラー・クルツロック・テストに於て精

子の頸管粘液中侵入様相が全面から侵入するのでなく恰

もボーリソグするが如く突破口をもって侵入してゆく理

由についてどう考えられますか。

　演　者：（1）ごの点については，粘液中のNaC玉と

Solidとの此率及びNaCl濃度によるものと考えており

ます。即ち精子受容性の好適な滲透塵は大体NaClO．8％

台で，この際NaC1／Solid×100は40～60を示しており

ますが，精子受容性不良の発情期粘液においてはNaCl濃

度の平均o．9％台で異常上昇を示すに拘らずSolidとの

比は55位で，結晶形式には至適範囲にあることが認めら

れます。　（2）粘液の界面活性度及び侵入様式について

は未だ纏った考えをもっておりません。

3．　液体培地（結核菌分離用）の使用経験

　　　　　　　　　　　　　　江口貞雄（東大・産婦）

　1946年Dubo6，　Middlebrook等によりて発表された

液体培地は結核菌を迅速均等に発育せしめるのに理想的

な培地である。高橋昭三氏は牛血液より簡単にアルブミ

ソ液を製造する方法を考案し，Dubosの原法よりもっと

作り易い処方を発表した。

Na2HPO4．12Hρ

KH2PO4

Na3－Citrate，2H20

Asparagine

Casein

5，59

1．39

1．29

2．09

　　　　　　　　　1．09en　zyrnatic　digest

MgSO＋7H20

Tween　80

Glycerol

Aq．　dest．

　0．29

　0．5ml

　5．Oml

1000．Om1

高塵滅菌後

添加（50％Glucose

1％Albumin液0．5

％）5cc試験管分注

使用

　私は此の培地と小川培地との発育歌態を比較検討して

見た。人型結核菌H37Rv株を10倍稀釈して接種した場

合，×10－1mg接種で3日目，×10－5mg，×10’6rng接種

にて14目目に陽性判定が可能であり同時接種の小川培

地に比裁して，9～14目早く判定出来た。

　伺臨床11例（卵管閉塞70例，性器結核を疑った25例

治療した性器結核症12例，その他3例）に応用して見

た。液体培地26例（23．7％），小川培地19例（17．3％），

組織検査20例（18．2％）の陽性成績を得た。陽性判定可

能平均日数は液体培地169日，小川培地32．2日である。
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液体培地内での菌発育状況を鏡検すると，発育様式に差

異があり，樹枝釈に発育して所謂“Cord形成”がみら

れる場合と，モヤモヤした集塊となる場合とがある。

　結論として，此の液体培地は大体2週間前後にて陽性

判定が可能であり，従来の培地に比べて早期判定が出来

叉検出率も高い。然しながら雑菌汚染にょる判定不能例

も多く，本実験で5例の判定不能例があった。此の点を

改良すれば性器結核症の診断治療に優秀な培地として推

奨出来るものと思われる。

　質　問　藤間身加栄（藤間研究所）：

　ツイソ80は何％でしたでしようか。ツイソ80にょっ

て結核菌の表面のリポイドを溶すのですね。ツイン8⑪は

液内でどのような変化を受けて消失するのですか。

　演　者：

　Tween　80は0．05％含まれております。　Tween　80の

生物学的特色は，水溶性であると同時に脂溶性である点

でありますが，Tween　80が結核菌表面に作用すること

にょって（Dubosは”洗ひ流す”と云う表現をとってお

ります）当然リポイドと結合し，荷重歌態に変化を来た

す事にょって結核菌の集合性を消失せしめるものと思わ

れます。脂肪酸のエステルであるために加水分解を受

け，脂肪酸（01eic　acid）を遊離して均等発育作用を失な

ってゆきます。

4．抗腫瘍性物質の墓精巣に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　市毛登志雄（慶大・産婦）

　悪性腫瘍に対する化学療法の進歩に件い，数多の抗腫

瘍性物質が登場しつつあるが，構造未知のものが大多数

を占め藥理機輔も不明である現在，抗腫瘍性の力価判定

には，腫瘍系及び非腫瘍性増殖系に対するscreening

testにょる，細胞学的及び生物学的活性如何に其の基準

を置いている。著者は，同上の観点から墓精巣に対する

各種抗腫瘍性物質の影響に就て，各藥剤が墓妊娠排精反

応を抑制され得るや否や，其の際に於る排精精子中の異

常精子発現の頻度，及び精真組織像所見の変化につき研

究し，卿かの成績を得たので報告する。実験動物は，ひ

きがえるの成熟雄体重2009平均のものを使用し，実験

方法は，排精抑制効果を検す可く，予め抗腫瘍性物質を

投与し，一定時間後gonadtropic　hormonを注射し，

ピペットにより尿を接取し尿中精子の出現及び時間を計

測した。又藥剤投与一定時日後，睾丸を摘出フオルマリ

ン固定，ヘマトキシリソエオジン染色し鏡検した。実験

成績は，排精抑制試験では，Nitromin，8－Azaguamn，
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Sarcomycine，　TEMは著明な抑制効果を示し，　Car－

zinophilin。　CortiSoロは無効であった．叉大量連続投与

例では，多数の幼弱形及び奇形精子の出現を認め，TEM

及びAzanに著明であった。組織像所見としては，藥剤

投与に依り，管腔内精細胞の減少は著明，特に精頑細胞

の分裂能抑制は顯著で，精母，娠細胞は管壁より管腔離

脱の徴を示し，精子細胞，精子は数の減少以外に著変な

く，幼若な精細胞程高度の変性像を示した。特に大量の

Nitrominの連続投与例では，セルトリー氏細胞と精子

が精細管腔の大部分を占める特異像を認めた。なお各抗

腫瘍性物質剤の併用は，NitrominとSarcomycineの

組合せに於て，少量の投与に於て，単一薬剤に見られぬ

特異像を呈した。以上を要約すれぼ，抗腫瘍性物質は，

墓精巣に対し，排精抑制，精子奇形の出現，細精管内精

細胞の薯明変性像を呈せしめるものである。

5．男性不妊因子の研究（第3報）精子運動性と，精子

　活性度

　　　　坂倉哲夫・清水博宣・小川繁樹（慶大・産婦）

　精液の分析を行い其の結果性を決走するのにJ．Farris

J．Mac　I玉ead，　W．　Hotchkiss，　E．　W．　Page等多数の研究

者は，（1）精子数，（2）運動精子数，（3）正常細胞

数の3因子を重硯した。受精するには，頸管より卵管に

達する長距離を精子が前進上行せねばならぬのであるか

ら，運動性が妊孕性に関係するのは至極当然な事である。

然し乍ら精子を用手法により採取し少しく時間が経過す

る時はSinobioseを起して運動性が停止する。斯かる精

子を無運動性精子と算定すると大なる誤りを犯す事とな

る。精子の活性度を知るには先に当教室員高島にょり発

表せられたメチレン青胞色試験法があるが，更に簡易な

判定法として，M．Burgosのエオジシ染色試験法がある。

我々は，此の方法にょり精子の生死を判定し，精子活性度

を百分率で表わした。前述の如く，精子の生存，死滅を知

る事は，治療，及び予後の判定に重要である。蓮動を有

する精子が無く，精子襲死症と診断する場合も生存精子

の存在を確かめた上でなければ断定する事は出来ぬ。何

Sinobioseに陥入りたる精子は適当な温度を与え，且つ

振盈する事に依り運動性が恢復すると云う。叉，精子の

運動朕態，印ち運動遠度を知る事は，運動率を知ると同

様に重要なる事で，今迄は夫程重硯されて居なかった因

子であるが，上記の3因子に薪に附加すべき因子と考え

られる。私共は先のシーリズに発表せる如く，正常妊孕

性男子群，準妊孕性男子A群，準妊孕性男子B群の3群

日不会誌2巻1号

138例に就き，

　①　3群の精子活性度と運動性の比較。　②精液の加

温振握にょる運動率性の回復。　③精子活性度及び運動

性に対する温度の影響。④24時間後の精子活性度と精

子運動性の比較。⑤3群の精子運動速度の比較。の5

項目を検討した。

6．　不妊因子としての子宮努結合組織

　　　　　　　　　　　　　　林　基之（東大・産婦）

　女子不妊の原因を分析して治療方針を進めることが最

近の傾向であって，膣，頸管，子宮，卵管，卵巣，骨盤

腹膜に就いては，可なり論ぜられて居るに拘らず，骨盤腔

内で重大な臨床的意義を有する子宮芳結合組織（Par仕

metrium）に就いて論ぜられた文献を殆ど見ない。私

は以前より，この組織の病理解剖学的所見に興味を懐い

て居たが，僅かに広汎性子宮全捌除術に際し，伺い知る

のみであったo最近は卵管成形術に際しても，該部を硯

診することにして居る。不妊囚子として2～3指摘した

い点があるので，主として解剖，生理，病理学的見地か

ら述べて見たい。

　ParametriumはRetinaculeum（支帯）といわれ，

Pars　media，　ant．，　psst．に分たれて居るが之等に就いて

は種々の解剖学的名称が附せられて居る。この組織は，

広靱帯をも含めて，祠経，血管，リンパ豚，弾力線維，

膠原組織，脂肪組織をも抱含する極めて複雑な機構から

成り，paracolpium，　paravesicale，　Pararectaleと接結

し，膀胱・直腸，尿管をも支持し，骨盤に於ける骨，筋

肉，血管，神経叢との関係も複雑で，未だ解剖学的にも

不明な点が多い。之は頸部，膣の1部，子宮，卵管，卵

巣の機能調整を行って居るものであって，妊娠成立に対

し，重要な役割を演じて居る。不妊因子としては，該部

の病的状態を　①無力型（子宮後屈，発育不登等に多

い）②膠原病型（所謂Collagene　D三seasesの1型

として）③萎縮型（腰癌，DySPareunia，月経困難症

等に多い）④ウツ血症（Taylor’scongestion－fibrosis

dyndrome，慢性頸管炎の場合で，2，3を合併し勝であ

る）に分けて，臨床所見の外，治療法を考究した。旬，

Orgasmus，　Tubo－ovarian　physiology，　Stick　test　↓て

対するParametriumの意義，炎症に対する防禦機溝

にも触れて述べた。即ち，Parametriumは妊娠威立，

妊娠継続，分娩等に対し，現在迄注意されなかった多く

の役割を演じて居るものであって，將来この方面は

Fibroblastic　function，特にchondroitin　sulfuric　acid，

4
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hyaluronidase，　cortison，　ACTH等の治療的意義と関連

すると思う。

　追　加　尾島信夫（慶大・産婦）：

　今の分類中にありましたcongestion飾rosisをも含

むことになりますが，臨床的に骨盤腔内の各所に著明な

腰痛，或は自発痛があり，ovarian　painとも云われるよう
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に卵巣を中心とする疾患ともみられ，或は虫垂炎とも混

同されたりして見当違いの手術その他の治療が無効に続

けられるタイプの疾患があることに注意すべきで，その

本態は心身症から説明している人もあり，私は最近ステ

ロイドホルモンアレルギーの面から考えていますが，い・

ずれにせよ機能的な芳結合織疾患の提唱に賛成します。
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河田啓一（畜）

神田嘉愛（婦）

木内　幹（婦）

木下　勤（〃）

木下智十郎（〃）

木下　哲（〃）

木下俊雄（畜）

木庭寿雄i（婦）

木葉矩弘（〃）

木原正利（〃）

木村隆夫（〃）

木村元享（〃）

木山敏明（〃）

桐生博光（〃）

菊蟹　浩（〃）

菊池文男（〃）

岸野　貢（〃）

北沢俊雄（畜）
北　見　市之助　（婦）

北村定治（泌）

北村精一（〃）

清野完治（婦）

行徳博之（り
九大図書室

工藤一男（婦）

工藤　要（〃）

工藤辰夫（畜）

工藤智孝（婦）
久保田　利　秋　　（〃）

草野長久（〃）

草場正彦（〃）

楠田雅彦（〃）

沓掛純三（〃）

熊谷勝行（〃）

名

熊谷　宏（畜）

熊本秀雄（婦）

熊沢　満（泌）
倉　知　久太郎　　（婦）

倉増　猛（〃）

蔵持達郎（〃）

栗栖　明（泌）

栗並　実（婦）

栗原幸広（〃）

黒川桂郎（〃）

黒川　纏（〃）

黒木和裕（泌）

黒木武男（婦）

黒沃適徳（〃）

黒田一秀（泌）
桑　野　鉄四郎　　（婦）

桑野　稔（〃）

桑原哲男（〃）

桑山良夫（〃）

空　 閑彰（〃）

毛　受　治郎八　　（婦）

ヘ
ノ
　
　
　
ヘ
ノ
　
ラ
　
ラ
　
　
　
ラ
　
ヘ
ノ
　
ラ
　
　
　
ヘ
ノ
　
ご
ノ
　
　

婦

〃
〃
畜
婦
畜
婦
〃
泌
畜
婦
〃
〃

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　

（
　

（

光

武

皓

栄

豊

夫

剛

郎

彦

彦

美

郎

代

朝

　
　
　
　
　
　
次

今

　

　

　

　

義

　

健

武

正

正

一

幸

石

池

池

塩

島

島

谷

寺

西

西

浜

林

林

、
　
　
、
　

、

　

　
、
　
　
、
　
　
＼
　
　
、
　

＼

　

　
、

　

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

4
パ
リ
弓
パ
リ
バ
O
バ
⑭
可
バ
つ
バ
子
バ
⑭
可
4
可

簿

小林　茂（婦）

小林敏正（〃）

小林宣義（〃）
小　松　茂　公　（泌）

小松俊夫（畜）

小松嘉門（婦）

小南吉男（〃）

小村　端（〃）
小　山　達　朗　（泌）

古　賀　企図志　（婦）

古賀二郎（〃）

古賀徳松（〃）

古賀英敏（〃）

古賀保徳（泌）

古閑　昭（婦）

児玉秀雄（〃）

後藤　覚（〃）

河野魁夫（〃）

河野寿三郎（〃）

神野柳緑（〃）

合屋元素（〃）

上月正秋（〃）

上妻　穆（畜）

香月利信（〃）

郡　嗣彦（婦）

駒井義治（〃）

駒木嗣雄（〃）

近藤　厚（泌）

近藤淳一（婦）

近藤篤＝二（〃）

近　藤　陽太郎　（〃）

金野昭夫（〃）

郷司研一（〃）

佐々木栄一　（〃）

佐々木　孝（泌）

佐々木敏夫（畜）

佐々木義三郎　（婦）

佐川秀逸（〃）

佐藤和子（〃）

佐野保馬（〃〉

佐藤業連（泌）

佐藤太郎（婦）

佐藤洋一（〃）

左合武彦（〃）

酒向　元（り
西郷公辰（〃）
西郷成　　　誠　　（〃）

斎藤憲造（〃）
斎　藤　千寿男　（畜）

斎藤次郎（〃）

膳所美光（婦）

坂井長与（〃）

坂口　碩（〃）

坂口嘉正（〃）

坂田新蔵（〃）

坂田丈作（畜）

坂本英雄（婦）

坂本勇治（泌）

崎村良子（婦）

崎山朝浩（〃）

真井正三（〃）
真　田　九州男　（〃）

鮫島　博（泌）

鮫島　裕（婦）

志和池豊成（婦）

斯波光生（泌）

椎　守衛（婦）

椎木茂雄（泌）

重松鶴吉（婦）

晶川喜八（〃）



篠原　等（婦）

芝田清吾（畜）

篠原　護（婦）

柴田寿良（’り

柴田良治（そ）
柴生田　　　油　（婦）

渋谷朝子（〃）
島　　　千加良　（〃）

島津誠二（〃）
島田豊次郎（〃）

島田　洋（〃）

清水圭三（泌）

清水隆秀（〃）

清水哲也（婦）

清水亮佑（畜）

清水　敏（婦）

清水藤男（〃）

下川千足（〃）

下里英司（そ）
下村　吉左衛門　（婦）

下村　宏（〃）

下村　安（〃）

下山利雄（〃）

朔　　進（〃）

朔　東民（婦）

朔　芳照（〃）

勝矢剛吉（泌）

庄子郁男（畜）

庄司反春（婦）
白　井　三　郎　　（泌）

白垣善吉（婦）

白木幹太（〃）

白下　登（畜）

白幡・富雄（婦）

泊日正治（〃）

蹴下一豊（〃）

名

一城戸諄一（泌）

城代狭一郎（〃）

城山忠夫（婦）

新村　進（〃）

醜　 昭二（〃）

須崎進二（畜）

鷲見　敏（婦）

末光幸男（〃）

末永公美（〃）

菅瀬浩通（畜）

杉森　司（婦）

杉山猛治（〃）

椙山正雄（畜）

鈴木久雄（泌）

鈴木繁次郎（婦）

鈴木　信（〃）

鈴木泰蔵（泌）

鈴木照入（婦）

鈴木　昇（〃）

鈴木康雄（畜）

澄川精吾（〃）

砂入裕子（婦）

瀬戸山淳夫（婦）

仙場　博（〃）

曾我一郎（婦）

曾根清孝（泌）

園田辰彦（婦）

園田千栄（泌）

田ノ井久子（婦）

田口俊夫（〃）
田　口　半四郎　（〃）

田口政俊（〃）

簿

田崎亀夫（泌）

田崎　力（婦）

田崎　 泰（〃）

田代逸郎（〃）

田代　弘（〃）

田代仁男（〃）

田代次郎（〃）

田代正種（〃）

田尻利臣（〃）

田申勇男（畜）

田中　広（〃）

田申康一（婦）

田中　 晋（泌）

田　申　長太夫　　（婦）

田中利郎（〃）

田中英雄（〃）

田中正久（〃）

田中正己（〃）

田中瑞穂（〃）

田中吉郎（〃）

田申義一（畜）

田辺熊喜（婦）

田辺紀夫（泌）

田辺信夫（婦）

田畑武夫（〃）

多賀　薫（〃）

多田　滋（〃）

平悦郎（〃）
高井修道（泌）

高市慶三（畜）

高岡邦夫（婦）

高木聰一郎（〃）

高桑一一雄（畜）

高田喜多夫（婦）

高田公威（〃）

高田繁信（畜）
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高田治郎（婦）

高野広英（泌）

高野　菜（婦）

高橋和夫（〃）

高橋清蔵（〃）

高橋繁介（〃）

高橋誠治（〃）

高橋　哲（〃）

高橋　甫（〃）

高橋　守（畜）

高橋　豊（婦）

高橋勇吉（〃）

高畑倉彦（畜）

高森通夫（泌）

高山哲雄（婦）

鷹見　進（〃）

竹泉正久（〃）

竹内　茂（〃）

竹内善雄（〃）
竹　重　余一郎　　（〃）

竹畠和夫（〃）

竹林哲夫（〃）

竹村敏雄（’り

武田豊勝（〃）

武田博麿（〃）
武　富　万治郎　　（玄田）

武本明子（婦）

立石　 弘（〃）

立木委枝（〃）

立野一正（〃）

立花　司（〃）

達木泰爾（”
谷　隆亮（〃）

谷　 照清（〃）

谷　　奥　　喜　平　　（泌）

谷口博之（妃）
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谷口弥三郎（婦）

谷申正義（畜）

谷藤二郎（婦）

谷藤八太郎（〃）

谷山　直（畜）

谷庄淳孝（婦）

種田卓郎（〃）

ガ下正治（畜）

千葉良治（婦）
千葉敏郎（蟄：［n）

千原　 勤（婦）

千引義雄（畜）
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拓植克良（畜）

朱　以春（婦）

塚田精作（畜）

築詰弥彦（婦）

辻見啓治（泌）

土田　晃（婦）

筒井章夫（〃）

筒井喜三（〃）

堤　 直明（〃）

堤　正人（〃）

常包　正（畜）

鶴田昭男（婦）
鶴　田　喜代馬　（〃）

稽田降徳（〃）
曾　　　　匡　　如　　（泌）

哲　翁　富士子　　（婦）

名

寺川重信（婦）

寺崎忍助（〃）

寺嶋　薄（〃）

寺田　博（〃）

照屋全功（〃）

戸趣和典（婦）

戸次鎮敏（〃）

土井淑旦（〃）

土居羊吉（泌）

土橋英夫（婦）

遠矢善栄（〃）

洞口周一郎（〃）

堂園壮意（〃）

徳富武虎（〃）

徳安晴郎（〃）

富山照忠（〃）

富川梁吹（泌）

富沢康次（婦）

富田汎泰（〃）

富田　優（〃）

鳥居　章（〃）

鳥元健三（泌）

奈良崎　貞　男　　（婦）

名城良図（〃）

内藤順治（〃）

中尾　昭（の
申尾泰三（泌）

申尾七平（婦）

中川清隆（〃）

申川武弥（〃）
中　垣　平八郎　　（〃）

中沢敏雄（〃）

申条誠一（畜）
中　　島　　糸屯　　一　　　（〃）

簿

申　島　真一郎　（婦）

申島武之（〃）

申島文雄（泌）
申　野　和一郎　（婦）

中原達雄（そ）

中林一郎（婦）

申村研一（〃）

申村玄三郎（〃）

申村重幸（〃）
申村千代三郎　（〃）

中村照夫（〃）

中村正樹（〃）

中村正六（の
中村良一（畜）

中山助司（婦）

中山民男（〃）

申山道男（〃）

申山靖佐（泌）

永井敏幸（婦）

永瀬泰三（泌）

永田　稔（婦）

永田良胤（畜）

永友知勝（婦）

永友正典（〃）

永松幹夫（〃）

長岡宗二（畜）

長沢　光（婦）

長野研二（〃）

長野作郎（〃）

長野正男（〃）

七島一雄（〃）

夏目知雄（〃）

夏目　操（〃）

鍋倉正夫（〃）

浪川武弥（〃）

梱崎寿男（〃）

楢原憲章（泌）

成松清和（婦）

成瀬昌夫（畜）

西山久吉（畜）

仁位信輝（婦）
仁志川　反　次　　（〃）

丹羽春男（〃）

二宮温次（〃）

西　武雄（畜）

西島重樹（婦）
西田志都夫（泌）

西谷錦雄（〃）

西塚泰順（婦）

西村静雄（〃）

西村他家彦（〃）

西村裕一（〃）

西本頑夫（泌）

西脇　享（〃）

布目貫一（婦）

沼部元夫（〃）

根井昌信（婦）

野口圭一（婦）

野口裕三（〃）

野北通夫（泌）

野坂　 大（畜）

野　崎　良　男　（泌）

野田克已（婦）

野田武雄（〃）

野中　武（〃）

野見山主計（泌）

野見μ、　元（婦）

野村長生（り



能登　績（婦）

昇　勇夫（〃）

羽金与平（婦）
羽田野　澄　彦　（〃）

馬場常澄（〃）

馬場英明（〃）

萩原克已（”）
伯　川　貞　雄　　（泌）

挾間章雄（婦）

挾間章和（〃）

橋本和雄（め
橋本秀夫（〃）

橋本博史（〃）

橋本正員（〃）
橋本六四郎（〃）

橋本行夫（〃）

橋本　裕（〃）

畑瀬幸雄（〃）
蜂須賀藤蔵（泌）

蜂須賀　正（婦）

服部君江（〃）

花輪幸雄（〃）

林　春二（〃）

林　英夫（畜）

浜井啓一（婦）

浜田圭吾（〃）

浜野基斎（〃）

原　昭彦（〃）

原　　正（〃）

原　真澄（〃）
原　田　健二郎　（泌）

原　 日ヨ　 トシエ　　（婦）

原田優蔵（〃）

原田暢三（泌）
林　　　　　　宏　　言己　　　（婦）

林

林

幡

播

名

　‘煕（婦）

文平（畜）

六郎（婦）

竹雄（〃）

半野義邦（畜）

平岩馨邦（畜）

日高　弘（婦）

日高隆吉（〃）
i飛　鋪　洋三郎　　（〃）

稗田一夫（泌）

樋口春男（〃）

東口力小（〃）

東原一雄（婦）

東原保義（〃）

久富武博（〃）

久野賢次（〃）

肱岡　正（〃）

平川　淳（〃）

平川　渉（〃）

平沢一志（畜）

平沢和夫（そ）

平田耕造（泌）

平田筒志（婦）

平竹忠次郎（〃）

平野　覚（〃）

平元嘉光（〃）

平山道子（〃）

広瀬　甫（〃）

布施四郎（泌）

深川太郎（婦）

深町弘光（泌）

福居謙三（婦）

福井靖典（産）

福岡芳香（畜）

簿

福　　土　　　　　†専　　　（婦）

福崎忠敏（畜）

福田亀鈴（婦）

福田武明（畜）

福田武夫（婦）

福田瑞男（〃）

福田正子（〃）

福田正捷（〃）

福田令寿（〃）
藤　井　純　一　（泌）

藤井久吉（婦）

藤江無楽（〃）
藤　　岡　　鮫　　糸己　　　（〃）

藤下　晃（〃）

藤下春敏（〃）

藤田　定（〃）

藤田宗憲（〃）

藤田長利（〃）

藤田正之（〃）

藤田八束（〃）

藤山武三（〃）

札木照一朗（〃）

船津寿彦（〃）

古川　宏（〃）

古川語正（〃）

古川義郎（〃）

古田道雄（〃）

古畑求三（〃）

古谷浩司（〃）

古家　恒（〃）

降旗敏広（〃）

薦　瑞麟（〃）

北大医学部申央図書室

保坂トシ（婦）
糸田　　ハ1　　　　実　　　（〃）
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細川義一郎（婦）

細谷　彬（〃）

堀　昭夫（〃）
堀　　　千鶴午　（〃）

堀　和平（〃）

堀永忠次郎（〃）

堀米　哲（泌）

本田真雄（婦）

本間勝男（〃）

本間春男（畜）

本村昌幸（泌）

真鍋昭夫（畜）

真鍋三郎（婦）

真鍋　真（り
蒔田徳義（畜）

前田一雄（婦）

前田弘雄（畜〉

前田信雄（〃）

前野　操（婦）

牧野徳栄（〃）

益子竜介（婦）

益田　寿（〃）

増井　豊（〃）

増野規夫（婦）

松井金吾（〃）

松井敬篤（〃）

松浦俊平（〃）

松浦淑子（〃）

松尾信一（畜）

松尾照雄（〃）

松尾芳包（婦）

松隈数馬（〃）

松窪正男（〃）

松崎　統（泌）

松田正二（婦）
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松田正三（泌）

松田恕一郎（婦）

松橋四郎（”）

松村　晋（〃）

松元達雄（〃）

松元信衛（〃）

松元正行（〃）

松本貫一（〃）

松本　真（〃）

松本正入（〃）

松本正敏（〃）

松山浩二（〃）

松山直樹（〃）

松山文生（〃）

丸岡徳生（〃）

丸田博美（〃）

丸山俊蔵（〃）

丸山邦夫（〃）

丸山惣喜（泌）

万蔵　茂（婦）
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土

志

謙

典

守

富
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茂

秀

孝

文

井

井

浦

尾

沢

谷

苫

股
矢
宅
宅
輪
厨
馬
武

三

三

三

三

三

三

＝一

三

三

三

三

三

御

美

光

名

水内竜…（婦）

水野　宏（そ）

水野潤二（婦）

水野東明（〃）

水野義之（〃）

皆見省吾（泌）

宮崎勝義（畜）

宮崎展亮（婦）

宮崎好信（〃）

宮沢英次郎（畜）
宮　　一F　　舜　　一　　　（婦）

宮薗栄治（〃）

宮原泰之（〃）

宮村弥彦（〃）

宮村通敏（〃）

宮本保義（〃）

宮本末雄（〃）

向井治雄（婦）

向井正夫（〃）

向江良作（〃）

村尾信逸（〃）

村岡保儀（〃）

村上徳治（〃）

村上　徹（畜）

村田三節（婦）

邨瀬　清（〃）

室　秀光（〃）

室谷幸弥（〃）
室　原　農夫蔵　　（〃）

目沢秀囲（畜）

元島義信（婦）

本村　彪（〃）

本山朝光（〃）

簿

百瀬一郎（泌）
森

森

森

森

森

森

森

森川

森川貞義（〃）

森崎正入（〃）

森下いつ（〃）
森　　一ド　　公　　平　　　（「’）

森下宗司（〃）

森下忠顕（の
森下　裕（〃）

森田　久（〃）

森永高弘（〃）

森本道一（〃）

森光敏行（〃）

守屋雅道（畜）
諸　岡　幸三郎　（婦）

の

婦

働

嫡

の

劃

婦

の

（
　

（
　

（
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（
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晟

橘

格

郷

正

敏

一

猛

　

閤

　
和
憲
　
祥

八神喜昭（婦）

八木国男（〃）

八木幹夫（〃）

八木沼　寿（畜）

八郷連雄（婦）
矢ケ崎　和　雄　　（〃）

矢ケ崎勘七　（〃）

矢　津　雄太郎　　（〃）

矢野　登（泌）

矢野　豊（〃）

矢吹源次郎（婦）

屋村卓三（泌）
薬師寺　塩　道　（婦）

安江敏夫（婦）

安成正子（〃）

保原孝紀（〃）

宿輸亮三（〃）

柳井昌憲（〃）

柳瀬恒範（り
柳原吉稔（〃）

山内啓年（〃）

山川肪幸（”）

山極三郎（畜）

山口　清（婦）

山口幸彦（泌）

山口昌幸（婦）

山口恒寿（〃）

山崎善久（〃）

山崎豊彦（泌）

山下　卓（婦）
山　下　日出夫　（〃）

山　下　秀之助　（〃）

山下正亮（畜）

山下昭…（婦）
山　下　三代蔵　　（〃）

山代　正（〃）

山田晶子（〃）

山田　勇（〃）

山田君子（〃）

山田　功（泌）

山田剛世（婦）

山田源信（〃）

山田実男（〃）

山田珍三（〃）

山田秀子（’ノ）

山田広道（〃）

山田　実（畜）

山田　稔（婦〕

山路鉄三郎（〃）



山申滝吉（畜）

山申　喬（婦）

山辺　済（〃）

山元清一・（〃）

1」1元正剛（〃）

山　本　嘉三郎　（泌）

山本久夫（婦）

山本健三郎（〃）

山本隆典（畜）

山本三喜（婦）

山本　件（畜）

湯田薙馬（婦）

四元盛隆（婦）

余語栄三（〃）

名

横尾和夫（婦）

横沢伝吉（泌）

横国有枝（婦）

横田　浩（〃）

横山幹生（〃）

芳村次雄（〃）

吉井正仁（〃）

吉尾　弘（〃）

吉田栄太（〃）

吉田帰一（〃）

吉田堅次（〃）

吉田宅馬（〃）

吉田俊樹（〃）

吉田信行（畜）

吉田博一（〃）
吉田富士夫（婦）

簿

吉田　稔（婦）

吉田良夫（畜）

吉田良一（婦）

吉武勇雄（〃）

吉塚　清（〃）

吉原　宏（〃）

吉松喜芳（〃）

吉松孝治（泌）

吉村哲也（婦）

吉見胤義（〃）

吉本星男（〃）

吉森秀夫（〃）

和　田　日出雄　　（婦）

和田正輔（〃）

若林　勝（り
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鷲塚三郎（婦）

渡井幾男（泌）

渡辺　明（畜）

渡辺英一（婦）

渡辺金三郎（〃）

渡辺　武（〃）

渡辺直昭（泌）

渡辺克雄（婦）

渡辺昌幸（畜）

渡辺行正（婦）

渡辺　 豊（〃）

渡辺幸生（〃）

渡辺義雄（〃）

渡辺　亨（〃）
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雑

　昨秋第1回総会を開催して学会として発足した本会は，

いよいよ第2年目を迎え会誌も合冊乍ら第1巻1・2号，

3・4号を発刊して堅実な歩みをつづけているが，本年

初秋には関西に於て第2回総会を開催することになり，

本年度の大きな発展が約束されていることは会員各位と

共に同慶に堪えない・

　各地から本部へ寄せられた連絡にもとついて昨年末』ヨ

来の情勢をおしらせすると，先ず12月16日北海道支部

の発会式が行われた．大野札幌大学長，安保北大医学部

長，山極北大獣医学部長，松本医師会長の祝詞，石川，

高井，辻，明石，小川，黒沢教授等の記念講演があり，

盛会であつたことが察せられる．筒支部長には北大産婦

入科小川教授，理事には札大産婦入科明石教授，北大獣

医学部石川教授，札大泌尿器科高井教授，北大泌尿器科

辻教援，幹事には北大獣医学部河田講師，札大産婦人科

小六講師，北大泌尿器科黒田助教授，北大産婦人科松田

講師，札大泌尿器科辻見講師が就任し，大野札大学長，

黒沢北大名誉教授を名誉会員に推戴し，同支部会員268

名挙つて本学会へ加入された．畜産王国北海道に本会の

支部が発足したことは，研究の成果が畜産資源の増産に

直結し，本会の使命達成に大きな力を得た事であつて誠

に意義が深い．同支部の発展を祈念して止まない．

　関東支部では12月15日東邦大学産婦入科赤須教授担当

で第3回地方部会を開催し，参会者150名，演題6，外

に子宮卵管造影術を申心とした座談会をも聞いた．次回

は2月28日，日本医大第1病院石川教授担当で開催の予

定である．

　申部支部は1昨年から同好の士が集つて申部不妊研究

報

会を結成し，己に数回の研究会を開催して逸早く本会の

主旨に積極的な関心を寄せ，活発に活動しておられたが。

今回はいよいよ機が熟し，来る2月24日会員の承認を得

て正式に本会に加入し，中部支部として新発足する予定

で，同地区の加入会員はユ62名である，当日安藤会長及

び名大椙山博士の特別講演がある．

　関西支部では12月1日藤森教授担当で大阪市大に於て

第3回集談会を開催．研究発表の外，大市大西脇助教援

の「放射能と遺伝」と題する特別講演があつた．第4回

集談会は1月26日三林教援担当で京大楽友会館に於て閲

催し，7題の研究発表の外，京大解剖の西村教授の「母

体環境と後商の体質」と言う特別講演があつた．当日行

われだ役巨会席上本年9九行われる予定の第2回総会の

構想について，広瀬総会会長から説明があつたが，その

詳細は別項総会予告に譲る．

　九州支部は昨年10月19日熊本大学加来教援担当で第1

回研究会を開催，九州全域から多数の参加があり，本誌

第1巻，3・4号所掲の如き多数の研究発表と熱心な意

見の交換（第2巻第1号所掲）があつたが，席上同地区

会員542名全員本会入会を決定した．

　こうして新年早々東に西に朗報が相つぎ，地理的には

本邦の南から北迄本会が伸び，加入会員1，500を超え全

国的な学会となつた．発足以来2年を出でずして目覚ま

しい発展を遂げた事は，本会の主旨とする処が如何に喫

緊な関心事であつたかを物語る」、のであり本会の輝か1

い前途が期待される・

　　　　　　　　　　　　　（∫浪ミ務幹事　　植E日言己）
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○交換雑誌を御願いしました所下記より承諾の返事をいただき雑誌も御送付いただぎ

　ましたのでおしらせ致します。

○雑誌は学会事務所（東京都中央区日本橋本町2－5　日本橋三越前　日本通運ビル

　の横を沼和通りの方へゆき左側）に保管してあり，閲覧の御便宣を計ります。

誌　名

弘前医詳

岩手医学雑誌

福島医学

新潟医学会雑誌

千葉医学会雑誌

北関東医学

慶応医学

日本医科大学雑誌

昭和医学会雑誌

東京医科大学雑誌

日大医学雑誌

東京女子医科大学雑i誌

お茶の水医学雑誌

順天堂医学雑誌

東邦医学雑誌

東京慈恵会医科大学雑誌

信州医学会雑誌

十全医学会i雑i誌

名古屋医学

略　名 巻　数

（弘前医学）　Vo1．7，　No．3～

（新潟医会誌）Vol．71，　No．1

（北関医）　　VoL　7，　N（n～

（日医大誌）Vol．24，　No．1～

（日大医誌）Vol．16，　Nぴ1～

（東京女医大誌）Vol．27　No．1～

名古屋市立大学医学会雑誌（名市大医誌）Vo1．7，　No．1～

大阪大学医学雑誌

関西医科大学雑誌

仁泉医学

大阪市立大学医学雑誌

奈良医学雑誌

京都医学会雑誌

和歌山医学

岡山医学会雑誌

（阪大医誌）Vo1．8，　NoO－10～

　　　　　　Vol。7，　No．1～

（阪市大医誌）VoL　5，　No．1～

（奈良誌）　　Vol．7，　No．12～

誌　名

米子医学雑誌

長崎医学会雑誌

福岡医学

日本医師会雑誌

診　　　　療

日本内分泌学会雑誌

民族衛生

日本臨殊

略　名 巻　数

Vo1．3万　No．1～

Vo1．32，　No．10～

Vo1．22，　No．5～6～

Vol．15，　No．2

産婦人科の進歩　　　　（産婦進歩）　Vσ1．9，No．1

北海道産科婦人科学会誌

昧鶴劉鰭§藁§’（産婦申四会誌）V・1・㊧M一

昧罐饗鵠議套蕊（産婦九州会誌）創チU号賛認L

皮膚と泌尿

泌尿器科紀要

日本獣医師会雑誌

日本畜産学会報

日本獣医学雑誌

獣医畜産新報

日本動物学雑誌

逓　信　医　学

（皮と泌）　VoL　19，　No．1～

（泌尿紀要）　VoL　2，　No．6～

（日畜会報）　Vo1．27，　No．1～

　　　　　Vol．18，　No．1～

　　　　　　　　No．200～

　　　　　Vol．66，　No．1～

　　　　　　VoL　9，　No．1
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投　稿　規　定

ユ．

2

3．

4．

5．

，6．

7．

・8．

9．

江0．

本誌掲載の論文は、特別の場合を除き、会員のものに限る。

原稿は、本会の目的に関連のある綜説、原著．論説、臨床報告、内外文献紹介、学会記事、その他で、原則とし

て未発表のものに限る。

1論文は、原則として印刷5頁（図表を含む）以内とし、これを越えるものに対しては実費を著者負担とする。

綜説、原著、論説、臨床…報告等には必ず400字以内の和文抄録を添付すること。なおタイプ（ダブルペース）2枚

以内の欧文抄録（題目、著者名を含む）の添付が望ましい゜抄録のない論文は受付けない。

記述は、和文．欧文のいずれでもよく、すべて和文の場合は横書き、口語体、平がなを用い、現代かなつかいに

よる。

外国の人名、地名等は原語、数字はすべて算用数字を用い、学術用語及び諸単位は、夫々の学会所定のものに従

い、度量衡はメートル法により、所定の記号を用いる。

文献は次の形式により、末尾に一括記載する。

　a．雑誌の場合

　　　著者名：誌名，巻数：頁数（年次）

誌名は規定叉は慣用の略字に従うこと。特に号数を必要とする場合は巻数と頁数との間に入れて括孤で囲む。す

なわち

　　　著者名：誌名，巻数：（号数），頁数（年次）

例1．A6砿5．，＆7二R．　WηDε〃ε批J・A・M・A・，140：1210（1949）

　　2．毛利　騒：ホと臨床3：1055（1955）

　b・単行本の場合

　　　著者名：表題，（巻数），頁数，発行所（年次）

例　1．鈴木梅太郎：　ホルモン，180，日本評論社，東京（1941）

　　2．　」ぬ“プ，C．，（隻S．五，∫sγαεZこ　Menstrual　Disorders　and　Sterility，264，　Paul　B，　Hoeber，　New

　　　York（1951）

原稿の掲載順位は、原則として受付順によるが、原稿の採否、掲載順位、印刷方法、体裁、校正等は、編集幹事

に一任されたいo

掲載の原稿に対しては、別刷30部を贈呈する。

それ以上必要とする場合は、原稿に必要部数を朱書すること。その実費は著者負担とする。

投稿先及び諸費用の送付先は、東京都申央区日本橋本町2／5日本不妊学会事務所宛とする。

編　　集　　後　　記

　日本不妊学会雑誌第2巻第1号を会員の皆様にお送りするに当り、編集担当幹事として心からお詑ぴ申し上げま

す。本号は御覧のように珠玉の原著数篇を載せ得て、本学会発展の模様を如実に示しているのではありますが、3月

に発刊すべき予定のものが色々の事情のために段々と遅れて、遂に新緑の今日にまで至つてしまいました。印刷工場

に於て内部の改善を行つたため一時その運行が停止して校正刷の出来上りが順調に行かなかつたこと、印刷の責任担

当者が辞職して変つたことなどが主な原因ですが、兎も角発刊がこのように遅れたことは編集幹事の手落ちと申す他

はなく、会員各位、殊に投稿者の皆様に非常な御迷惑をお掛けしたことを幾重にもお詑ぴする次第です。

　なお今回学会事務の若松歌子さんが病を得て辞任され、その後任として須藤さんが後を引きつぐことになりました

ので．本誌の発行人名儀も須藤和子さんに変更致しました。お知らせすると共に御了承お願い致します。（0．M）
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不妊婦人の細菌学的考察，とくに細菌の精子凝集性にっいて

　秦　　良　麿，　佐　藤　和　昭（岩手医大・産婦）

　日不妊会誌・2：（1）・11～21（1957）

　（1）不妊患者40名の膣及び頸管内から121株の細菌を分離培養し，夫々について人精子に対する凝

集性及び運動抑制を検討した結果，凝集性をもつのは大腸菌属で，とくにE．coliの一部のものに著明

であつた．　（2）精子凝集性大腸菌は膀胱炎尿及び糞便からも分離出来，殊に前者に多かつた・　（3）これ

らはすべてKau鉦mann分類によるE．　coliで，凝集性と運動抑制の態度によつて2大別される・（4）

陳旧培養菌でも凝集性はあり，培養濾液には凝集性物質はない．　（5）室温に放置あるいは56°C1時間

加熱した死精子でも凝集は起る．　（6）PH　3～10の間では凝集性に影響なく，80°C　30分加熱菌及び

60°C1時間加熱精子では凝集性は弱まるか不安定となる・　（7）モルモツト，山羊の血清添加は凝集を

多少促進する．凝集塊に対する酵素の影響はない・　（8‘定量凝集反応では0．0078mg／ccの菌液でも凝

集は起る．判定容易な最低精子量は5×10儂／ccである．　（9）動物精子と人精子とでは凝集株は異る・

（10）Kauffmannの標準大腸菌申にも凝集株はあり，凝集性はO，　H，　K抗原と関係ない．　（11）凍結融

解によつて凝集性物質を分離できない．しかし凝集性は菌体内成分と関係があると考えられる．
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線 人精子の変態と変性とについて

　安武豊志男，　安達正純（日本鋼管病院・産婦）

　日不妊会誌，2：（22～32）（1957）

　著者が新しく考按したSpermiocytogrammについてのべ，健常精液では変性精子く少く塵球も少な

いが，異常精液では単に精子数の減少，未熟細胞の出現ばかりでなく変性精子の頻度も高く塵球も多い．

精管結紮後2～3週間後の精液のSpermiocytogrammでは成熟精子が大部分で染色質増多型に属する

変性精子の頻度が高い．精子頭部の染色性の異常は標本作製上の操作によつて生ずるものでなく，寿命的

な退行性変化を示すものである．正常染色性のあるものにも死精子があり，変性変化のある精子も，必ず

しも死精子ではない．このSpermiocytogrammは従来の頭部，中間部，尾部の奇型にもとついたSPer・

miogrammに比較して不妊の解決に意義が大きい．



精管の運動性に関する研究　第1報　除睾術の影響

　安　田　徳　治，　山　田　二　朗，　市　川　茂　孝（大阪府立大・畜産）

　日不妊会誌，2；（33～36）（1957／

　In　vitroにおいて白鼠の精管の運動性について除睾術及び数種の薬剤の影響について観察した．正常

の成熟白鼠の精管は全く自働運動性を示さないが，除睾術後7～28日後では1／3のものが，律動的な運

動性を示す．除睾術を行うと精管はアセチールヒヨリソ及び塩化バリウムに対して感受性を増して運動性

が高まるが，アドレナリソに対しては影響が見られない．
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精管の運動性に関する研究　第2報　1性ホルモンの影響

　安田徳治，山田二郎，市川茂孝（大阪府立大・畜産）
　日不妊会誌，2：（37～40）（1957）

　去勢白鼠にアソドロゲソ投与を行つても精管のIn　vitroの運動性には何等の変化を示さないが，50～

150γのエストロゲソを毎日投与しておくと，律動的な自動運動性が高まる．アソドロゲソ投与を行つた

去勢白鼠はアセチルヒヨリソと塩化バリウムに対して，投与を行わない去勢白鼠より感受性が低いが，エ

ストロゲソ投与群では逆に感受性が高まる．アドレナリンに対しては正常白鼠，去勢白鼠，アソド・ゲソ

投与群の間に差は見られないが，50～150γのエスト・ゲソを投与した去勢白鼠はその感受性を増してい

る．



　　　　　　　　　　　　　　　　一原著内容目録一
この頁は本号に載つた原著の内容抄録ですご自分の文献カードに貼布して文献の整理にご活用下さい．
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不妊婦人の子宮内膜組織像に就て

　樋　ロ　ー　成，　　加　　藤　　俊，　　吉　村　　晃（慈恵医大・産婦）

　日不妊会誌，2：r1），（1～6）（1957）

　不妊を主訴として来院した240例の子宮内膜組織像を検索した所，機能期内膜43．8％，結核性内膜炎

17・9％・再生期内膜15・4％・中間期内膜8・3％，無機能内膜5．4％，内膜肥厚症2．9％，内膜息肉2．1％，

内膜不規則再生1・3％・遷延性月経剥脱，月経期内膜，内膜炎夫々0．8％，萎縮内膜0．4％であつた．以

上の検索成績から・（i多くの不妊が単一の因子に由来しないこと，（ii）不妊婦人の68．3％の子宮内膜

組織像は正常周期像を呈していること，（iii）所謂無排卵性月経は不妊の約4～5％を占めるものと推測

されること・（iv）結核性内膜炎は不妊婦人の大約18～19％を占めており，性器結核は明かに不妊の重

要因子の1つと考えられることなどを結論した．
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アクリジン・オレンジによる人精子の二次螢光所見

　村上　旭（京都府立大・産婦）
　日不妊会誌，2：（1）（7～10）（1957）

　不妊患者夫の精液を用手法で採取し・精液量・PH・精子数，奇形率及びEosin法による活力検査等

の検査を行うと共に・精液に等量のアクリジン・オレソジ（A－O）溶液を加えて精子の生体染色を行い，

矢崎式B型螢光顕微鏡で二次螢光を観察し，次の結果を得た．　（1）PH　5．6以上，殊にアルカリ性A－0

色素溶液では・精子の発する螢光は濃度と関係があり，高濃度では赤に，低濃度では緑に傾く．②PH

7・4，4000倍溶液では生精子は赤色，死精子は緑色螢光を呈する・　（3）本法による時間的観察では大体

Eosin法によるのと平行した推移を示し，而も運動性を失つた精子がEosin法により赤染する以前に既．

に螢光所見に変化が起ると考えられる．　（4）緑色螢光を呈する精子のすべてが機能的に死滅していると

考えてよいかについては命検討中である．　⑤本螢光法による螢光色調の差が何にょるかについては，，

精子の色素吸着等が考えられるが今後なお検討を要する．


